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田昌応用化工株式会紅

東 京 足 立 区 )1¥邑 633 TEL 王子 (91) 代表 5111

大 阪西区東町堀上通 1-14 1EL 土佐堀 (44) 代表 08U9



設計あＩｾ ｆＱｾｾｾ ＱｊＧーはく ｍｉｄ
レールの長サ

1  2 尺

9 尺

6 尺

女御用命は下記代理庖へ

お願いします

用 途

ガレヂ 婚約摩

倉 庫間仕切等

ゑ京 jgj E三 谷 製 作 所

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 牡 丸 喜 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物. 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

，. .J・

文化的手45Zφ 先づ-

リノリf ム

リノタイル

の使用から -

本 社 工 場 伊 丹T市行 伊 丹 五 五 八 電 伊 丹 1卜. 5日1  

東 洋 リ ノ リ ユ 一 ム 株 式 曾 社 東肺京支底中央区銀座西 . 三珂和 ヒ，ソJルレ 電 京 橋肌削 1げ7

大阪司事匹務所 F東範区瓦町二 . 三和ピ Jルレ沼ゴじ浜37花5'



Yodowal  球 部 化 粧 板

〈税額淀川製鋼所

社 大 阪 市 東 区 博 労 町 4 の30 電話 ⑧0351

東京都中央区西八丁姻3の8 電話 ⑧1171

波 ・ 平 ・ 厚 ・ 黒 板

特 徴 ・ 軽くて美しい

. 耐火 ・耐水で永久仕 上

. 汚れはす ぐ取 れ衛生的

. 施工迅速で経済的

用 塗 ・ 平板は建築物の外装 ・間仕切 ・天井壁

!応下及家具 ・船舶 ・車輔』と

- 波板は工場 ・倉庫 ・プラ ットホ ーム等

の屋根 ・壁に

- 厚 板 はナ γ ドイツ チパネ ノレ等として ピ

j レ等の外装仕上材に

・黒板 は学校 ・事務所・官公 庁・家庭用 IC

( カタ ログ御希望の方11誌名御記入の上御申込下 さL 、)

高層建築 dZ備1二 。

E H亙E 雇三副

各種工レぺータ

工スカレータ

タ・' bウ工ータ

自 主 製 健 所



r  

、一，一

大 阪 市 立 大 学 医 学 部 附 属 病 院

株 式 会 社 奥 村 組



大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社



株 式 会 社 一 好 板 硝 子 庖

r  

-、，

談 話 室 : リ ノ リ ユ ー ム 床

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社
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ジヤパ ナイト吸音桜

i'，階の病室 ・談話室

会議室 ・IJl務宅の天) 1ーに伎tn

、

三 友 工 業 株 式 会 社

七 階手 術 ｾ の 壁 Ｎ 淡 陶 タイル

-‘  

淡 陶 株 式 会 社

外装に藤本タイ ノレ依問

藤 本 タ イ ル 株 式 会 社



沼 気 設 備

沖 電 気 . 工 業 株 式

A
-

一
品 キ土

山 田 工 業 株 式

A

宝ネ土

ボ イ ラ ー 技 術
殴 冷房.l'l:I柑 ・給n故消 毒J量制 ・焼却設備 ・自働m芦1敏悦J苦悩施工

}'  



4  

公 立 学 校 共 済 組 合 近 畿 中 央 病 院

株 式 会 社 大 林 組



株 式 会 社

晃 商

日 本 セ メ ン ト 株 式 会 社

.0、

:z:;; 



天 理 市 庁 舎 施 工 株 式 会 社 浅 沼 組



) -

「生活と住宅博」を御家族連れで見学を. / 5 月 1 3 日 → 2 0 日

本会，事業委員会 ( 1日称会勢委品会) では近鉄沿線あやめ池遊幽地及学園前住宅地で去る3 月20 日より開催の

上記博覧会及モデノレ住宅展示を，多くの会員及家族ともども衡l覧願う為，極々の企画を錬っており ましたが，今

度会員竹内孝，原田貞雄両氏及近鉄関係者の御協力を得て をお好きな11寺lζ 白山 lζ 御見学願 うを 怠味から ，下記の

「あやめ池住宅博観覧券引換証J を同封致しま したから ，ね々御利用下さる線御案内申上げます。

尚引換券御入用の際は本会* 務局 ICJTJ:也; しておりますから御利用下さい。

あやめ池住宅惇観覧券引換証御利用の場合 (250円を 200円に割引)

近鉄上六駅構内プレ イガイドで，本引換証及会費 200 円と引換に ，乗車券及入場券をお受け取り下さい。詳細

は間対の引換誌記般事項を街l一説願います。

・京都方面の ) J は京掛駅構内奈良屯案内所で・発行の割引券( 250 円) を御利用下さ い0

・三重県下の方は篠原以来の駅長室 ( 5 月 1 日- 20 日〉で割引乗車券を御利用下さい。

・生活と住宅博K ついて ・裏面参l¥i 日のとと ・

ＮＮ｟苧ｾＮＮ｟｟ＮＮ，ｴ ｾ ・ーｾ ＧＢ・Ｎ Ｍ . . .  同 同 『 甲畑申暗唱国岨 晴可 哨 同 吻叫町周明。胃Ｍ ｾ回同軒町 ｆ ・ ・ 『吋 ｔ 胴 『・【『 ーー 戸Ｇ 咽ＭＭ岨岡 崎ｾ ＮＮＮＮｾ 喝晴 ・ ｾ ｾ 世 戸 ＢＧ ＧＧＧＧ ・ . . . . . . .  ベー，四 ・キー ー ー守 . .  .  

:  社 団 法 人 日 木 建 築 協 会 }  社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

あやめ池住宅博観覧券引換証

乗車区間 |

取扱期間

会 設 |

引換場所 |

近 鉄 上 本 町一 あ や め 池 往 復

自 昭 和 3 1 年 5 IJ 1 3 i1

至 IIH 和 3 1 年 5 )J 2  0 日

200 円
(語忠君主竺書)

近 鉄 上 本 町 駅 構 内 プ レ イ ガ イ ド

注 意 ( 小児半額)

①上記の引換場所へ乙の引換託を徒出して乗車券と入

場券とをお買求め下さい。

②方向変更、経路変更は出来ません。

③途中下車は生駒駅のみ出来ます。

発 行 者 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会⑮

¥. . _一一

あやめ池住宅博観覧券引換証

| 乗車区間 |

取扱期間

|会 費

| 引換場所

近 鉄 上 本 町一 あ や め 池 往 復

臼 l昭 和 3 1 年 5 月 1 3 日

歪 昭 和 3 1 年 5 月 2 0 日

200 円
(謡史522竺自)

近 鉄 上 本 町 駅 構 内 プ レ イ ガ イ ド

注 意 ( 小児半額)

①上記の引換場所へこの引換証そ提出して乗車券 と入

場券とをお口求め下さい。

②方向変更、経路変更は 出来ません。

③途中下車は生駒駅のみ出来ます。

発 行 者 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会⑮



- 第一会場 あ や め 池 遊 園 地 一 帯

新しい建築材料展示 本会建材部門及関西建材協会会員多数が新しい建築材料を出品展示

円型劇場 日本最初の耕新な理惣、的円型劇場で延 900 坪鉄筋 2 階建、収容人民 3，000 名

大劇場乙けら落し記念公演松竹歌劇団総出演、グランドレビュー「春のおどり」 全20場

住みよい街と住宅館 京阪神、東京、名古屋、横浜各大学の日本学生建築会議が賛助出品する住宅計画の展示

変った住宅の実物と模型展示広場 世界各国の珍らしい住宅 ・酒縛の家 ' i / ノレパーハクス ・伊賀上野忍術の家な

ど展示

飛属高山合掌造り民家の実物移設 白川村の虫垂な重要文化財民家で大家族制の現存する只ーのものであるが電

時源開発の為湖底に沈むことになったものを移設、飛関iの民芸品百数十点展示

航空広場 ・野外劇場 ・楽しい生活と園芸・こども科学館・大動物園その他

いづれも一般の分譲希望iζ 応

- 第 二会場 学 園 前 住 宅 地

最も新しい理想的設計の木造住宅約30戸を有力メーカーによってコ γ クール展示

じます。

住宅金融公庫法による鉄筋住宅の実物モデノレ住宅20戸展示、設計は全国より懸賞募集その最優秀作を展示

司4
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見

会 告 1

5 月

学
. A.  

=  

神 戸 新 閉 会 館

12 日 午 後 2 時

多 奈 川 発 電 所

岸 和 田 市 庁 舎

岸 和 田 城

19 日 12 時 半

天 理 教 本 部

法 隆 寺

27 日 午 前 10 時

会 員 必 見 の 欄 ・ お 申 込 は お 早 く

神 戸 新 開 会 館 見 学 会 ( 本部・兵庫支部共催)

と き 5月12日 ( 土) 午後 2時- 4 時

ところ 国 鉄 三 の 宮 駅 前

申 込 10 臼までに本部又は兵庫支部( 神戸市生田区下山手通 5-23 兵庫

県主主、設業協会内 m諾元町0437) へお申込みの ζ と。

建 物 概 言己

所 在 地 神 戸 市 生 田 区2雲井通

設計 ・監理 村野 ・森 建 築 事 務 所

施 工 株式会社竹中工務底

建 築 面 秘 建坪 757坪 延坪 7020坪

規 模 地下 3 階地上 7 階鉄骨鉄筋コンク Pー ト造

0 本建物は新聞社，品自.場及び各種貸室を含む複合 ピノレである。

0 本見学は竣功真際を特別に本会の為関係者の御協力を得たもので，当日

は建物の消初等関係者に御迷惑を掛けないよう特に御注意願います。

関 西 電 力 多 奈 川 火 力 発 電 所 と 岸 和 田 市 庁 舎

及 び 岸 和 田 城 を 見 る 会

と き 5月19 日( 土) 12時30分出発( 分室→多奈川発宿所→岸和田市庁

舎 ・岸和田城→分室解散 ・6 時半頃)

集合所 本会天神橋分室( 大阪 ・東 ・天神橋南詰 ・大林組西隣 ・大阪建設

会館 2 階) (時間巌守・晴雨不論)

申 込 先着申込)1頂50名に途した i時締切ります。

参 者 本見学には間組大阪支庖殿より特別の御好怠により貸切パスの御

提供その他種々御援助を裁きました。岸和田市庁舎及岸和田城は

帰路御寄りしますが，会貝小西小三郎，天岸正男両氏及び市関係

者並びに日建設計工務 K Kの御協力を戴きました。

天 理 教 教 会 本 部 及 び 法 隆 寺 を 訪 ね る 会

どヨき 5 月27日( 日) 午前10時出発( 分室→天混教本部( 昼食) →法隆

寺一〉大阪駅前解散 ・6 時半頃)

集合所 本会天神橋分室( 時間巌守・晴雨不言動) ( 昼食携行の乙と )

申22・込 20日までに会針( 100 円 ・法隆寺拝観料その他〉を添えてお申

込み下さい。尚定貝 (50名) に達した時は期目前でも締切ります

申込みの方で当日不参の場合は前以て本会までお知らせ下さい。

参 者 本見学には株式会社竹中工務庖殿より特別の御好意により貸切ノ〈

スの御提供を戴きました。 天理教諸施設は奥村音造氏( 営繕部

長) ，法隆寺は山本栄吾氏( 京大) にそれぞれ御案内をお願いす

るこ とになっております。



、
、

会 と 催 の し お り

5 月 の 会 と 催 の し お リ

関 西 電 力 多 寮 川 火 力 発 電 所

大阪府泉南郡岬町多奈川字谷川360i

ギノレパー ド会社

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 庖

約 54，∞0 坪

建坪 954坪 延 坪 3，伺O坪

本 階 鉄 骨 構 造10階 附 属 鉄 筋 構 造 3 階

本館基礎は岩盤迄クエノレト， 頂部マット コンク Dー ト 厚

1. 50m，喜重体鉄骨造特殊被波鋼板( ガノレベストス) 張10階

屋根は陸屋根 P . C .床は一部 R C 共イ也鋼グレーチシグ張

附属家 10階頂部 G .  L - 51m 

建物の特色 本建物の設計はギノレパ・ード会社の設計により所要鉄骨

5，∞OK .T . 内1，OOOK. T .のボイラー廻り鉄骨は米国より

輸送したもので，尚壁材ガノレベスタスも米国製支給材であ

所 在 地

段 計

施 工

廠 地 面 積

建 築 面 積

規 模

術 進

天 理 教 教 会 本 部

本部神殿，炊事場. おやさ と

やかた東棟，天理高校，天理大

学，天理図書館，天理プーノレ見

学，当日時間の都合で， 天 理

市新庁舎を見学する予定であり

ます。詳細は本誌36頁→43頁を

御参照下さい。

法隆 寺

る。

法隆寺を知るととは，もう専

門家だけの分野ではなく一般の

常識となった。それがかくまで

広く知られるようになったのは

とれが我が国の美術史に於て第

1 頁を飾るものであることの認

識が高まったからといえよう。

有名な再建非再建論争が消滅し

たいまでは，聖徳太子によって

創建されたであろうととろの法

隆寺前身寺拡が地下に眠り，そ

の由絡を継いだ今の寺が厳然と

して1∞0余年の偉容を保ち，伽

藍は大体に西と東の 2 郭に分れ

てある。 東院ー奈良時代に聖徳

太子の斑鳩宮の故主J: に建設され

た太子をしのぶ延嘆群より成り

その中心は苦手' 殿と呼ぶ 8 角円堂

よりなり，当時のf i : 族住宅の遺

構である伝法堂などもある。 西

院ー現在の法隆寺の中心であ

る。建物群で，金堂 ・五霊塔を

中にして美しい廻E認を続らせ，

中門これまた秀れた建築で，接

造なる経蔵 ・鐘 楼 も 重 要 で あ

る。大講堂は建築史学上に極め

て多くの問題を投げかけたもの

で，廻廊外には聖霊院 ・食堂 ・

細殿 ・三経院 ・西円堂と見逃し

難い重要迫構をひかえ，とれら

の建物から更に離れて東大門 ・

南大門 ・上土門と他に見書It い珍

らしい種類の建物をも遣してい

るととは，流石に法隆寺l主口本

建築史のー縮図であるといって

過言ではあるまい。

岸 和 田 市 庁 舎

所 在 地

設 計

施 工

験 地 面 積

建 築 面 積

規 模

岸 和 田 城

岸和田市岸城町1834

日建設計工務株式会社

清水建設株式会社大阪支庖

1，590坪

建坪 399坪 延坪 1，553坪

地下 1 1' 菅地上 3 階鋼筋コシク Dート造

1 部鏑骨造及び鋼筋鋼骨コシク Pート造

( 詳細「主主祭と社会J 29年12月号参照のこと〉

天 守 閣 3 層 5 重本瓦主主さ，基礎鉄筋コシク 3 ー トケー ソシ式。主

体鉄骨鉄筋コシク Dート造。建坪104坪 延 坪285坪。

小 天 守 閣 2 層 2 重本瓦葺き，基礎，主体上掲の通り建坪30坪延坪40

坪

設計は故池田谷久吉氏( 本会! 日理事) で天守閣は慶長年聞

の様式に従い雄大なるもので，大破風，千鳥破風，唐破風

は共に金色の銭をほどとして俊美さを増し，三層軒先四隅

に古風な釣澄筏様の照明をそなえ付け，速く航路の標識に

そなえた事も新しい。望楼より見下ろす八陣の庭( 箆森三

玲氏の設計) は他に追随をゆるさない立体美であって斜自

に映えて砂紋が描く静海波は，八陣の布石にひたひたと打

ちよせて見るものその造形美に魅せられる。



昌三

E ヨ会

f壬

昭和31年 3 月30 日の定時評議貝会で下記の通り新任者が選任されましたの

でととに会告いたします。( 敬稀略 )1闘不問〕

選員f空年 ，度3  1  辛口昭度

任

年

選

和 31

員

昭

役

郎

克

三

貴

重

之

直匹

吾

次

官

平

市

郎

二

任

藤

九

敏

義

盛

師

陣

正

芳

錬

賛

文

治

清

克

敬

長

喜

海

木

野

飼

留

尾

田

高

木

林

中

栗

田

鴻

鷲

増

駒

横

菅

銭

藤

大

竹

小

山

南

浅

鈴

水

宮

池

尾

井

造

三

郎

郎

助

夫

吉

吉

太

虎

二

崎

新 任

竹 腰 健

東 畑 謙

中 西 六

伊 東 五

尾 崎 久

竹 内 成

鷲 尾 健

佐 野 正

浅 沼 猪 之

松 村 雄

佐 藤

栗 原

石 田

青 木

向 井

信

窓

友

保

名

長

長

事

事

ム

E

脱

会

副

監

理

なお理事藤原巧君が公務の都合で辞任されましたのでその補欠として同時

に次の通り選任されました。

夫信早諌理事

日 本 建 築 協 会本土圃法人昭和31年 3 月31日

昭 和 31 年 度 理 事 会 務 分 掌

昭和31年 4 月11 日の第 1 団理事会で下記の通り会務分掌を決定致しました

ので会告いたします。( 敬稿略，順不同)

度

掌

和 31 年

事 会 務 分

昭

理
"  

集 ( 10名)

一( 技術〉

賞 ( 11 )  

重 ( 1 /  )  

夫 ( 1/  )  

ー( 綜合〉

吾 ( 1 /  )  

吉( 管工〉

虎( 電気〉

市( 建材〉

- (兵庫L

- ¥支部Y

正

義

豊

信

錬

賛

長

信

清

克

野

尾

田

早

中

栗

原

木

飼

編

佐

横

菅

諌

竹

小

南

東

鈴

、
ノ
、

J

、
1

s

J

気

材

都

部

電

建

京

支

太

一

郎

喜野水

三( 技術)

郎( 綜合)

次( 管工)

平( 電気〕

晴〈建材〉

計 ( 5 名〉

芳

文

治

保

友

敬

藤

林

木

国

海

弁

主

ilJ 

浅

佐

駒

青

大

記 ( 13名〉

伊 東 五 郎 ( 技 術 )

尾 崎 久 助 ( 1/  )  

竹 内 成 夫 ( 1 /  )  

鷲 尾 健 三 ( 1/  )  

増 井 敏 克 ( 1/  )  

銭 高 崎I 之( 綜合) .  

膝 木 正 一 ( 1 /  )  

浅 沼 猪 之 吉 ( 1/  )  

松 村 雄 吉 ( 1/  )  

石 閏 憲 二 ( 管 工 〕

主

日 本 建 築 協 会

宮

社 圃 法 人

向

昭和31年 4 月12日



建 物 及 び 設 備 の 保 全 ( パ ン フ レ ツ ト 〉

改 訂 再 版 出 来

A 5 版 約90頁 ( 一 部 定価110円〉但，会員 100円

1954年度発行の初版は非常な好評を得て 旧冬品切れとなった。その後各方

面より再版を要望されていたので本委員会におい て今春来繍籍整備して本月

改訂版を発行し たと とろ， ピノレデ ィシグ協会を始め，事務所，銀行並に諸会

ヰ土営繕方面 よりつぎつぎ と申込を受けている。建築関係はもと より一般家庭

にも よろ とばれるもの と信 じ，各方面の方々に御奨めする。

1956年 4 年20 日 社圃法人 目: 本建築協会出版委員会

実 際 す ぐ 役 立 つ

「左 官 工 事 指 針」パ

出 版 予

ン ｾ Ｗ レット

t C  

ｾ＠

左官工事は建物最後の仕上げで建築に携る者としては重要部門の一つであ

るが，とれに関する図書は比較的少いようであり ，有っても専門にわたり相

当部厚なものである。

今般本会において，現場経験者や左官業者ならびに関係材料業者などより

武重な資料と日常実際体験されている事項を A 5 版約 100 頁余のパシブレッ

トに集約し日本壁と洋壁についての虎の巻ともいうべき建築家必携寄を世に

おくることーとした。目下印刷中で 5 月下旬発行する。何卒御期待下さい。

日 本 学 術 会 議 会 員 の 選 挙 に つ い て

本年12月10日に，日本学術会議第 4 期会員の選挙が行われます。日本学術

会議会員の選挙において選挙権を行使しまたは選挙されるためには，日本学

術会議事務局に備えた有権者名簿に登録されなければなりません。との登録

には先づ登録用カードを提出する必要があり，カードの提出期間は 5 月 1 日

から 7 月20 日までであります。なお詳細については本会事務局へお間合わせ

下さい。

会 費 払 込 御 願 い

本会の経理は 4 月から昭和31年のが「年度に入りました。御失念なされぬ内

にお早< . 本号に挟み込みの振替用紙で会貨をお払込み下さるようお願い申

します。なお前年度分会' 1 . f 未払込みの向は，との際同時にお払込み下さるよ

う特にお願い申します。

会 告 3

パンフレツト発行

パンフレツト予告

司『

学 術 会 議 会 員 選 挙

会 費 お 願 い
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建 築 と 社
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Bll 白13 1 年 5 月 2 0 日 向J I出i

附 自J 3  1  il ミ5 月 2 5 1J j t 行

先 行 所 社 凶 法 人 日 本: j j ! 策協会

大阪市北区 11' J 出3- 3(iJIIJ ピル

沼 稲 Jt iJ Oi @ 1 3 3 4 - 9 酢

振 替 " 凶 大 阪 3 9 9 7 5 昨

編集発行人 ｾｉＧ＠ 1.1I 誠 一
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大 阪 ili 北 区 : 立山町 6 6  
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作
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司

中央l ! ! I り階段( スロープ) 外観

図

1911t紀の科学技術の大発展は所設i産業= 下命を将来したが. 19世紀後半

の恩 ［ｴｬｊ Ａｦｾもその影響著しく科学的実証主義的なものを主流とするに到っ

た。かくて建築界においても 201t r 紀初頭オ ット・ワグナーによって喚ぴ

起されたゼツｾ i/ ;;I . : ; / 建築をもって級式の転換を行った。合目的性をス

ローガンとする乙の新建築は新興産業の2li 川m誌に適)IJ されつ〉発達し

たが，第一次大戦後愈々その科学的客観的' .K.1放し Sachl i chkei t (目Il物

t ' l J を肱肉J として凶際的合理主義へと発展して村会的経済的現実的な主主

2誕生産の夫総を挙げた。その後第二次世界大戦をもって隔てられ，更に

戦後十年乙 ).1ζ 20世紀後半の文IYJ 文化の大勢を熟視しその大勢KJ I 肌じす

るべく ，再度r. t は々建築の形態とJ lll 念とに再検討を )J 日うる必要を焔感す

る。科学技術の大飛雌lζ よって姥築がI l JJ )I! II 'l f
i
Jの形状白黒の色調をもっ

てよ己れりとした| 時代は去った。坐視1¥1' 観の. k はダイナミツクな視覚をも

ってMl : D: する流動;たへと展開する 。忠、佐l Wにおける唯物論11寺代もすでに

去り ，子守} 盟主義建築来揚の11寺代も又すでに来ている。

作 者 と し て の 言 葉

1  9  5  6 年

山 守
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正 面 全 策

大 阪 市 立 大 学 医 学 部 附 属 病 院

所: ( f 地 . 大阪，J j 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目

設計 山田守建築事務所 ・ 監理 大阪市建築局営繕課 ・ 施 工 : 株式会社奥村組

正 面 入 ロ



南東部より渡 り廊下 ・中央スロー プ魁り 階段 ・北面外観をみる

大 阪 市 立 大 学 医 学 部 附 属 病 院 設計 : 山 田 守 建 築 事 務 所 監 理 : 大 阪 市 建 築 局 営 繕 課 施 工 奥 村 組



In病院尿上 より 北商をみる

ｾｦｩ＠ )) 1) R雪 昨 数 担軽
疋"A一

総
処

JJ ，S08. 022 m"  3，602. 155 j5f. 

鉄筋コ ンク リート造

4二
斤ー 11 ，561. 498  "  3， '197.334 "  

地下 2附 地 上 7防・ I1'i J'J. 2隙

l句 奴 | 地 下 - 2 t
526. 560 "  159.284 "  ボイラ一周 及汚物焼却 JTI !理突 作 1拡

1 階 1，346. 994 "  407 .463 "  
軒 Io'S 26. ∞m 

1  - 7 附 各 階 1，325. 994 "  '101. 111 "  

t苦 庖 天 迄 31.40 m 

ｉｾ＠ 昆 1階 21耕作僻 202. 993 々 61 .405 "  

地下地銀商上 より 37.80 m 

ｾｾ＠
305.052 "  92. 276 "  

鉄骨鉄筋 コン 夕日ー 1. jlj 4階

内 E沢 1 - 4 階. rr ti!守 76. 263 "  23. 069 "  

軒 7. .5  14 .00 m 

受 水 府 | 延 野 ( 1 附)
41. 472 "  12.545 "  

鉄筋 コンクリート迭 平家主l !

軒 7c:r， 3.35 m 

( i主) 木I . l ! 物は大阪市大附属病院の全科病犠 ( 523ベア 1- ) 及び中央手術室と して辿設 占れた施設であ る。

南 側 ¥f. il耳 図
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中 央 ホ ー ル

大 阪 市 立 大 学 医 学 部 附 属 病 院 卒 面 図

⑦ 
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し 一一一- -- '二二二f 一一一

に二三/

1
0  

;。

階

地

卒 面 図

。

階 卒 面 図



大 阪 市 立 大 学 医 学 部 附 属 病 院 卒 面 図



」ニ ー 7 除 手 術 室 内 部

右 : 渡 り 廊 下

大 阪 市 大 医 学 部 病 院 関 係 業 社 名

気 ｾｉＧ 屯気工業株式会社

暖 冷 房 ・ 111 m 工 業 株 式 会 社

給 水 神Ij ｾｴ ・ 味式会担保坂工梁所

持 降 機 : 東洋オ ーチスヱ V へ- j 7 K K

床 材 班 洋 リ ノ リ ユ ー ム K K

同 . 大 阪 石 材 K K <¥!l 噂床)

|司 : 岡 島 応 用 化 工 株 式 会 社

内 談 天 井 : 三 友 工 業 株 式 会 社

内 談 タ イ ル 淡 陶 株 式 会 ヰi

外 装 : 株 式 会 社 体 塗 茨 町

同 : 版 本 タ イ ル 勝 式 会 社

同 ・ 上 山 製 陶 株 式 会 社

.;- ';/ ｩｉ ュ ・ 大阪建材工業株式会 ｾｉ

Lノヤ Y ター Ｚ 鈴木己ノヤタア工業株式会 ｾｉ

プ ラ ィ γ ド 明 装 興 業 総 式 会 制

パ イ プ 抹 式 会 社 久 保 I日 鉄 工 所

セ ノ ン ト . 大 阪 窯 業 セ j ント抹式会社

同 ・ 宇 都 興 産 株 式 会 .J

家 具 : 勝 式 会 制 高 山 尾

ガ ラ ス K  K 三 好 板 硝 子 脂

肪 水 工 事 内 外 工 業 綜 式 会 II

自家 ｾ［￼ 設備 ダ イ ハ Y 工 業 抹 式 会 社

ガ ス 設 備 大 阪 瓦 斯 株 式 会 社

• • -• 



itj 'll 剖l よりみる。だ s!I は代理棟 、中央は石崎明甘11?、 ;(i 側: H可制! の外観

1  ｾ＠

一寸

⑧ 

可/ 。

配 1i'l 閃J 9 . IYJ J  管 殿 様 2. 病凶 3. n護婦l ( J 合 4.  動物合 5  ポンプ宝

建 物 位 尻 兵 隊 県 伊 丹 市 野 1111 -t 満 436

敷 地 面 積 7，107. 5401平

建 築 商 椛 863.651坪

延 函 椴 2， J01. 930l'l' 

工 期 間 拘130 年 l 月- IIH ｾＱＳ Ｑ＠ "1:  2  )J 

設 計 者 の ご と ぱ

ニの設計は文部省の ｾｩ ＡｬＺ委 ｮ 会で ｲ ｬＡ大 ｉｬｦ 武助教

授が計岡された2C本方針に必いてす h められた.

敷地が宏いので前耐l二外米診療問l と:'i'f Plt 部 ') 仰

を，後邸に病室部とすーピス部のl l I!を配i;l l_ しその

中 ＱＱＰ に手 ｊｾ￭ ， X 線，検査研究室を もっq. 央J争終開;

を泣くという近 代 病院建築烈諭による典Ｉｾ的 な ｉｾ

をとる ζ とが IH米た。病院のft ' l ' t 上，外来忠 E が

少ないこと ，入院忠者の大部分が結核，1 ，1.1，者 である

こと，がー般の病院とちがう点である。

病室の1['(扱いには今迄の経験から多少の T. 人が

してあるる 伊l止ぱ六日ミ京をやめて問F，'" とし司〈

の中央に低い物人を家具として 1m、たこ と，窓の

I円射日 光の遮光に移動ガラリ戸を取H け た ニ と

等一. その{ 山手術室への椴京 11;<. 供給がq' ; Uj ，t.

であること ，同 じく HI' 草床にm材料 を試みたニと

なども今の日本の病院では少ないJ! 例 と い え よ

う。( ， l，恨)
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附

設計に当って ，従米のいわゆる役所的な感じをなるべく避ける為 ，i j ! 物は山来る

だけ明るくしようとした. それに伴って当然問題になる完成後の姐物管Pll の経済制

も念頭においた. 仕上げ材料としては何ら特別目新らしい物を使ったわけではない

が，やはり予算の関係でm点的に用いてある。又全体計画のとj - ，象地と道路にか

なり高低Aがあったが，IYJ6い半地階を とることに よって これを解決した。

情造的にはスパン に比しておくりの小さい ν リンダ ーν エノレ< T i (J早 5. 5樋) を色

階の床 lこ1rJ¥‘ て組物の ( . 1 ，立を軽減したため，主体工1f は著 しく減少した。因みに延

平方米当 りの主体材料は， コン夕日- f  0. 40立米，鉄筋 41. 7kgとなっている。こ

は比較的住訓 りの 11¥純な学校 ・事務所等でU. ) I . ! に少し夫々 0. 35立米，35k g前

後とい う他が多くの実例について計算 されている。一般に下府部の部材断面が多く

は地; ; : t のためのものであるのに対し ，lli ! J CVエノレ ν ステイムの床W.i が，若 しく固定

的ili ( UII ち水平) J ) を少くし ているからである。
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夫

飽」の側にある技術 E として何時 も遺憾に思 うことは，自分自身に満足するB主主

が山米な い ニ と で れ そ の政大のJJ;t 凶 IL L I II 1f の問題です。 良t 処築物をl ( l る為に

は優秀な設計に f/<る'1'は勿諭て' あり ますが，相応の c1f を投 じねばならぬことも当

然であります。しかし ，この当然の工 '1l1f が. . . 保されることが非常に縦しい事が現

状のようです。こ れは弘『するに技術円 ー般の立場が串J<総てが録保せされる為では

ないでしょうか。二の，Iifr 合 もその 例外ではないようです. 私にしましても多分に

心残 りな不満な点 しありますが致しかたがありません. しかし当初予期しました以

上の山米ぱえではな ¥. ; / ) ‘ と止礼、ます。色々と御舟導御媛助下 さった関係者の皆織に

深〈感謝致しております。
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) : t 来機よ り東左第ー械をみる

天Z里 教 お や さと や か た 東 棟

設計監理 おやさとふしん方技術部 施工 株式会社竹中工務庖，おやさとふしん方実施部及ひのきしん部

設 計 担 当 者 の こ と ば おやさとふしん方技術部主任 奥 村 音 造

おや占とやかた- I主，宗教天理教り f.i 仰の H僚である 「かんらだ l. J <)) ｲ ぢ ｉｊｊ を中心にもつ天 ｐ ｬＧ 教教会本部白神搬をＮ芯として ， 八丁四方を取り凶むｾ

物の総称であって ， 今回その点桃 山 市・ ｊｾｉｊ ソ ＩＱ の竣工を兄たわけであるＮ

外観 ｉ ｊＺＮ述統した一つのｾ物であるが ， エキスパングヨン ・ ジヨ ｦ ノトで丘 械に区 分与れている。［ ｾ見 ￮ ＡｊｬＡ は「ぢ ｉ Ｚｦ ｊ から点点に当る ｾ物 で ， 主とし て 教理研

究の I J( I'JI こfJl!Jl Iされる。次に TI' 般からl眺めてl : J _: _の Jj へ. ｉｴｩ ｴｇ第一陳 ・ 見 ｩｾ 第 二 ｬｬｉＡ Ｇ ｍ￮ 左第三ＡｊｉＡ ・ 東左第四棟と呼柏、占れ ， ｚｉＩｾ ￝ｻ 劫Ｈ教 ｐｬ の Ｑ｛＼ 次場Ｉとして使用

占h る。

IJI 統d" U¥米上る 「おや J とやかた」ω白! J I ! には，f.i l'i 心的配i場所，学校，1内' 院7{: ( ) )色f' fi のm; 主が予定占れている。日11ち，V ! 神様のやかたである処の J じり「

ぢ ｉｊｊ を ｬｻＨ り聞む子 供 の 住居と して ， こニ ｩ 二純も ＨＭｩＢ 神七人 も ｊ 七 々に ， 一つ心に危って陽気ぐらしのＺｸを ， 世界平仰の「ひたがた ｊ を進めてゆくｾ物とな

るりである。この ｆ ｊＡ 也 Ｑ にむかつて ， 全 ｦＴＺｕＩ＼｜ よ ＱＱＱＱＧ｜ の剥府 ｬ を号えながら，その内容をｾ物の上に表現する ω にＺｬｊｴ ｊｉ 担当円として JI"iii な苦心があった。



F巨 左 第 二 棟 の 西 側

.  ｾＨ束棟一階吹放し

所 在 地 天 PI[ 市 大 字 布 留 1 許 地

初 治 鉄筋コン; ; ! . lート i古， 地下 1 附 ( - ' mllt

2附) ，J也」ニ，l iIi'i ( 一間11 :1. 3 陪 ) ，本瓦L1' 鼠

ｭ 切 ｅ ｪ 世』 え人ｾｊＺｊｪ ｕ也 Ｎ 午xゆur，j.j .

J . l l 策面的 8，876.66平方米 (2，685. 190坪)

延 ｉｾ ， ｦ 町ｻＢ 53. 391 .0525平方米 ( 16，150. 793坪)

棟 日 23. 40米 及 19. 90米

軒 町 14. 65米 及 11.15米

起 工 昭 和 2 9 年 4 月 2 6 n  

竣 ユ 照 和 3 0 年 1 2 月 5 n  

外部仕上 地 階 3 ν ノ仕上， ドライエ 9 ヤ擁壁タ

イノレ 似仕上， ::<7" ーノレ ;T Y ンユ

1  隣 日ν ン仕上，巾 水:i i i llll 石貼，窓台

テラヵ y 夕日ti ，スチーノレサッ ν ュ

牒 ｉｖ｜ｾ 昔 日ν ノ仕上， rjl木"，r泡石lV;， 窓台

テラカ Y j! 貼 ，スチー J レサ Y i./ユ

バルコニー鼻テラ j 1 Y タNl ，楠製

勾棚f . t

足 恨 円 本 瓦，本瓦1 : 1 ' . 下地防水モルタ

J レ塗，南蛮漆町m上，銅 版製雨樋

付 ，入母iit 及千鳥被風 IU i./ ン仕

上，スチーノレ製面格子及ス T ーノレ

;T Y ν ユ付



内 鉱 仕 上 床 仕 上 : フローリングプロ -;1 7 貼，階段ラパータイル鮎

壁仕上 . 腰格生I也監羽目板貼，プラスタ ー塗仕上

巾 木 : 楠製生 l也仕上

天 井 ・柿製絡天井セ 1ハードテックス及吸音 "}--;I クス貼仕上

jJ! A : 内部外部共スチールサ -;l V ユ ・スチールドアー ，オイルペ ンキ塗{ . I : 上，

内部娼 りー河i栴製生地f十上

♀ 

地 二 階 平 面 図

血

切

- - - 品ι . 晶d



:n ， 東 棟 四 階 東 側 の 音 楽 斜 ! 習 室

二 階 平 面 図

五 階 平 面 図



正 而 平 洗 場

.  

正 面

天 理 教 教 会 本 部

炊 事 場

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

設計担当者

施工担当者

今 井 浩 一 郎

犬 飼 保 介



ｾ Ｎ＠

防 3.  !11m '1]務 宅 4 特別清周宅

，ｾ＠ 7.  1;: r  ｦ￭ｾ＠ irr 8.  91 r 随 所

2 階 、匹面l図 l  広110 ( タタミ 6ω 帳、 2. 配腕宅 3. 床 ノ00 4.  I主宅

5. 廊下 6  バル コユー 7. 女子問所 e. 町子 便所

設 計 者 の こ と ば

この処物I.t.炊'11ぬ といわれておりますが ，1階には 10∞人収得の椅了式食堂

とml11J 2∞町人の給食能力の厨房を設け ，2 階には 印!11'1敷の大広間と舞台椛宝

及 び配腿宅を f rt る生II 物 であります。 1I稽の北側には 1I1 24 J1[J の通路がある関係

上 7 7' サードが不均衡となりますのて ，正而に十l を古てて ，' N;(i i / ，，" l ト'1 ー

となる線にL . モニメ ン ト的に むあつかつてみま t た。外壁は白モ ルタル宅ル

しましたが ， 鉄 ｲｾ 芯 のためにヲラツヲを防ぐな ｵｾ で欽ｾ で， ｈｴＲ 寸位 の 税引 の

の をｾＺ，ｪ 3尺1111隔に縦にとりつけ11 上げの 悼を 切りました. 2附大広 JI 日l主木書1I

関係に多少不安がありましたが，大体成功 したように込1ってをります。教会本

部泊先生の御PI!解と現喝の方々の協力で約 3 7 月半で完成政しました。

( 今井記)

地

造

欽

在所

初

回

咋

t . 1 良 県 天 PP . 市 大 字 布 関

鉄 骨 造， 床 の み 鉄 筋 コ ン ヲ リ ー ト

; . I!築而M 飽 8.666坪

床 面 fll 1 階 857. 16坪 2 附 786. 716坪

延/，j <商!I! 1，643. 876坪

fffl 和 2 9 年 7 )J 5  n  J也 m 祭

間 取1 2  9 年 1 0 月 2 3  n  峻 工

外 壁 ( 1色 モノレ 5' ) レ喰 . ｾｱｦｬ 欽飯 Ｑι 悌オイルベンキ喰

食 堂 天 井 : プラスタ ーボート水性ベ ノキ. ｉ｜ｴＺ Ｚ Ｎｧｾモルタ

ノレ. /ι : モル F ノレ控 I1地切

2 階広J l O 天井 : プラスターボード本i 1 ' ぺ J キ. ｾ Ｚ 砂カへ

I 巨: 5' 5' ，敷

ｾＢＧ￩＠ .l: n  

竣 工 円

外部f I :J ニ

内郎仕上

上 。2 階広110舟隠天井詳細

下: 2 階 南 側 通 路



階

.  

階

-.  

.  ， .  

F  

天理大学プールスタンド卒函図

1 階 1. 女子更衣室 2. 児子更衣室 3 女

f v ヤ ワ - 4. 女子便所 5. 男子便所

6. 男子 ν ヤワー 7 監理主 8.  '1f務室 9  

医務室 10 選手f主主 11. 大全役員獲 12.  

V ヤワー 13. 女子浴室 14 男子浴室 15.  

女子便所 16 湯沸 17.  91子便所 18 大

会予備諮 問 予側室 20 沼稲交換窓 2l.

合' i l 22.  ¥?'iP.ll人 lii 正I:E 23. 司令室 24.  

切符先場

2 階 I  男子f i I : 所 2. 女子便所 3. 屯気箆

4. ir f>ll  5. 女子使所 6.  '11子使i9r 7 広1111

3 階 1. 水 槽 2 広 1111

Wる



天 理 大 学 プ ー ル ス タ ン ド

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工務庖

設計担 当 者 北 村 隆夫 小島 一 丸

施 工 担 当 者 犬 飼 保 介

所 有: 地 ｾ良 県天理市 大字三 ｨＮ｜ Ｖ ＲＳ

敷 地 而 m 1.775. 37坪

雄 策 而 杭 395. 12坪

延 坪 1. 321. 48即

日 さ 南側道路より階段安倍阻まで

深 さ

観客席総数

エ 枝

85. 23尺

基礎下端まで 5尺

"  .0∞ 

昭和29年3月10日

- 29年8月26日

設 計 者 の こ と ば

第九回国民体育大会水泳競技大会場として天理大学の公認50米プール及び飛込ブールの

使用が決定 されると ｊｾ に ， 当プールを奈 良県 の誇る 代 表ＨＨ［脱 技場 にするべく Ｎｦ｜｛ｻ 々 協議 の 上

総合的雄策計聞がされました，

① スタ γ ド本町i につトては，観客 ，選手，役只，骨lj / j 関係 Eの'IliJ 線解i止を相本 とした平

国計耐を立て税事は南北両階段より客席綾上部に噂 & . 退喝時には客附; 以前首sよりプ ロ

ミナードにより外郎に'草 〈動線も計闘しました@ 視線と数地の関係で上記の動線を採用

しましたが，観客を股上部より一方的に入れる方法はこ の程度の段床数をもってI i l 大限

と思われます。又，南，北，階段は各階プロ ミナ ード で連絡されており ，二階 プロムナ

ード広flOは将来還手術合に寸 る計画であります。1 7 . に選干，役民はプールナイドよりス

タンド一階 の大 会関係 ｊ 控室を使用すると 共 に相 互 の 動線 の交 叉を ｾＩｪ｜ イ三議配置とな っ て

¥"' . す. 又. t世; u 関係者の附は段床股上部に在り一階との迎絡 l 主j イルジュートや伝声

管. ，目指導を設置してあります。

② 本師II こu1結し て司令台を設1li L. この位 置はスタートの目前にあり . a 泳，飛込共に

司令台を中心に採点J己録発表がUl 来るようにしてあります。 司令台はffil 話，スピ ーカー

投光部等の操作系統の中枢となっており 身内各所の指仰はニ の一点で行える よう計聞き

ています。

上記の如' : ¥" ' 1] ) ) 線計画と司令台を中心とした指拘i系統の中限針 Ijlij が相侠って 極めて有用

な効燥を出す市を期待し ております。なはmmに当って種守御指噂を競いた口本水泳協

会乃方々にI ? く感謝の怠を表 します 。 ( 北村J e)



東 洋 綿 花 株 式 会 枇 西 宮 社 宅

/  

上 : 配 置 図 下 南 国

正 面 外 観

設計施工 清水建設株式会社大阪支庖

所 {c ｪｾＡ 丙
ｾ＠

白 市

本逃平家主ｾ 17 T1' 5 他 に 物 [I 'o' l 1蝉

( 1 戸、' ¥り敷地面的平均80坪 }

外 部 略 羽 目 敏 悦 り 淡 色 ス テ イ ン U: 上。: ! ( ，

/11人 11廻りオ f )レペン キfI: J : .. ll 1: 下哨

Ｗ ν キグボ ー ド ｉＡｊＮ びアスベユｾ Ｇ ［ｊｬ￭ピニ

ール ペ ンキ仕上。

内 部 Ｇ｜ｾ Ｎ＠ :n晴海喰塗り及び京日空仕上。天井

プラスターボート張り竿縁 11 め，病室

のみ和紙附。その他の室エース塗り 仕

上s 浴荒天井フレキ ν ボード ;;uりピニ

ーノレペンキ{ j ; 上。

J!l: lla ＿ｴ当 ｭ ｾ コ γ セノト付 。 玄関 ＱＱＱ 鈴 の 他

名 r illll Jド市ベル袋 irt。便所水洗式。ガ

スコ Y ク 2 '/ 所。浴情 j j ス 風 向 - キ

ν ングハルプ付。台所厨芥［ＱＧ［ＮＭ 八 一 ｊｦｾ

付。その他管理人住宅よりれ戸への屯

:tf; 1Ij'. 111 インジ ケーター設備。

外 脱 敷地内J目路rlJ 4 米。敷地界 . ，目路側生

ｊ￯ ｩ 問ツ ＱＱ 用 。 隣家側大 ｔｾｉ 塀クレオソー

ト塗り。給 . ｩｊｲ 水ｾＧＱＧ ｴｦ ｬＡ設。雨水 ， 雑排

水 F))<..'rllhi. 汚水浄化情) ) . 分続情，見

'7;! の設問。'li'A地内 ifi 火柱設備は別途 1:



設 計 要 旨

伊 藤 幸 一

6 帖 食 堂 側 か ら 見 通 す

ＱＱ 十を あげて 銅筋ア パ ート全盛 のと主 に敢え て 主 ｬ 日 の 文化生活を満たさせるために木造ド家主 ｨ の 相 宅 地殺 を吾々にヲ ｾｩ じされた Ｗ

ラ ｦ アンｽの織見にたいし 敬 ，ｾＺを悲したい。あきらかに公 ｷ 融 資によ る産労 住 宅 の 場合 ， 鋼筋コンクリート Ｔ 耳元ｾ において融資 事 ｬ

の Ｈｊ 利 ， 償［ｲ［ｪ ｊｧ ｊ 限の 布 利将 があげられるけれども ， 現在 ｬ ｊ ｜ 現 しつつある庫労 住宅 からは 残念 ながら苔々 ｾ拠不 と雌もその 内 容と

質とについてあまり JUIl与するものを兄/1¥すことがでさず，只l蹴後の数の火除を {'Yi かに満たしているに過{ f な t ・。

‘ド l面決定についてはマルチ. J ，. - ;z: の方法を探り 入れたが，昨mの広憾などそれぞれの家族偶成によ ってどんなふうに利川 占れ

るかが裂しみでもあるＮ見 ｵ 、 叩 山系の一端に 位 する地 ｪｾ から ， 特に冬期 の 採般には大きな揃Ａこた つを採 用 L .  ｾ の 通風に ＱＱ 西側

のガラリ Jlll ;や北側の) E ，存: 容によるニとと L . でまるだけ全体の 画一化をはかりそれによるコスト の低下につとめ，設{4ul 面o) fじ

J( に 号砲をはらったつもりである.

姻こたつのある6.占より広車止をみる



食堂

大 阪 市 立 束 中 本 小 学 校 給 食 施 設

設 計

施 工

竣 工

面 f I l

中 野 順 次 郎

株 式 会 社 奥 村 組

昭 和 3 0 年 1 1 月 3 0 日

J  0 0 坪 ( 別にテ ν ス 20 卸)

設 計 者 の こ と ば

現 代ｾ祭 の ＱＮ Ｑ Ｑ で ， 学校 ｾ策 は非常に お組本である。極〈附に工夫さ

れたものもあるが，ほとんどの学校1:1. . ただ風雨をしのぐ程度のもの

といってもよ L、

この給食III は，そのような学校の中に ， ーつの挺: 棋をしたいという

希望をもって試みたものである。

:lI' !Pl ! 部分( 約30蝉) を鉄筋コンクリ ー トにして， 食堂その他1; 1. 木造

の鉄阪; 針としたが， 設計の重点は調思室の設備と食堂のフンイキであ

った。

食堂 0 ・小下1 ; の食、11 マナーは， 生活指噂の上で非常に大切なので床

材料や壁， 天井の色彩まで従来の教室にない気分を出すよう

i二L..t.二。

同 じようにT ラスや他陣Iも， これによって生徒の生活環境を

挫かにしようとしたものである。



-

-

E

・

E

・-----.，

E

・

E

・
-

E

.

，

E

-

-

E
且

居

圃

圃

圃

'

-

E

・
・E
-

-

E

・

E

・

-

-

E

・

E

・

-

E

・

E

・

E

・

E

・
-
，

・・・・

a唱

E

・E

・-
-
-
-
-
-
E

・・・・・

勝 山 中 学 校 講 堂 兼 雨 天 体 操 場

設計監理 ア ル ス 建 築 事 務 所

乾 馨

設 計 主 旨 北陸の学校の特徴は雨天体操場の必要な事であるが， こ

が講堂と して演劇場 としてス集会場としての目的にも

合致せしめなければならない.

Ｒ ＭＢ ー ト ノレの 禎 Ｎｾ を考慮 ししかも ｊＮｉＡ策費 の 節減音響幼果

以上が形態を構成し平面計耐を決定した以所である。

線 追i 鉄筋コンクリ ート 追i . パラボラ アーチ平家w後方中二階

ギャラリ ー付 き，間口 72尺，アーチ脚|自，1108尺，高32尺

E量級タ ケイ 式セ j ント防水，底上に換気構，正面の格は

高50尺の振鈴俗である。

外部のア ーチ脚の部分はコン 7 9 ート打. rl J l 8尺のテラ

スに利用する。

照 明 効 果 天井が高いので認兵の交換と破l f ¥をJ 苦慮に アーチの両端

にm光俊2段半間接照明としたが，夜IUIAミ上 2尺 5寸中心

部で40L X昼間は悶 120L Xである。

構 造 大 倉 ･ｾ＠

胞 工 第 一 土 木 昧 式 会 社

敷 地 福 井 駅 か ら Jjt 福 ffi Ij( で ー 時 間

坪 数 階 272.93縛

2  陪 48. 16坪

321. 09lf-



堀 内 邸

号" 吾よ

員J t iiT 回 中 良 太 郎

施 工 大 西 工 務 庖

設 計 者 の こ と ば

住吉は，殊に小住宅は，住む為の似利 さがー活大さな役

割iを持っており ，かっそれが止まだ個性的である。この住'む

もまl! 築主 ・設計呂 ・施 1 者の合作ともいうべ. j - もので，私

自身が，一応住℃に対して持っている 主慌が，必ずしも災

験されては t' j j: t.
o
Ｂｪｾするに甚だ月並だから ， ll! ! t しても

らう 住宅でもなく参号にしてもらう detai l もない。 n.

Io w  ｣ ｯｳｴ で ， あるー瓦の 住 まいに対するＺ念願がある ｦｾｴ ｕ｟正

満されて L 、ると，'J，t うの 4 である。外壁はコ J タリートプロ

ッジにしなさいという点だけは強〈 主張 した。公/tI . i 融資住

宅，夫婦，子供 さん 2 人のー家。

T ラ ス



特 別 配 事

建 築

F 晶 司 .

aκ 三皇

建築家の友人を何人か持っているわたくしは，

そういう 人たちと，建築についての雑談をするの

が大好きである。 しかし，自分が実際に家を建て

ることに なったら，それらの親愛なる諸君に設 計

をた のむかどうか，これは，自分にとっても 疑問

である 。 もしも，住宅以外の大 きな建築，たと え

ば病院などを作らなければならないとしたら，い

やでも応でも専門家に頼まなければならなくなる

が，その時で も，完全に建築家に設計をまかせき

れるかどうか，これも 疑問だと思う 。ただ， 記念

碑的建造物の場合だけは， これと見こんだ設計者

に完全にまかせて， よけいな注文は一つも出さな

いであろう 。

わたくしは， 三度，家を建てた経験がある 。第

一回は父の代で，その 時には， 紹 介 さ れ た 棟 梁

が， こちら の注文をきいて設計 してくれた。 もち

ろん， 図面ができてからも ， いろいろ注文を出

し，大体それが受け入れられて ，二階建て の家が

でき上った のである。 ところが， この時には，窓

のカマチか らの雨も りで弱りきった。二階の板聞

に， 1 間 X 1 聞の大 きな硝子窓を 4 つつけたが，

戸の聞から も雨が吹きこむし，白V ." クイ仕上の

壁 と，窓のカマチとの聞から ，むやみに水がはい

って ，大 きな修繕が必要 となった。 今から 30数年 ・

前の話であ る。 さらに，その数年後，父がなくな

ってから ，その家を貸して生活するために，20数

坪の家を母 と自分 とで設計 し，ほとんどそ の設計

通り の小 さな家を建てた。詰負はやは りふつうの

棟梁であ った。 この家は，ひどくゆれる 家であっ

たが，関東大量災にも 壁 が少し落ちただけですみ ，

現に少し場所を移動 させたまま，だれかがすんで

いる 。その家を売っ て，今度は，専門家の S 氏に

設計，監督をたのんだ。S 氏 は，今は故人 となっ

む 中 島 健 蔵

たが，当時の前衛派で，大分年はちがったが，わ

たくしと“ 話があう " 人間の一人であ った。 とこ

ろが，実際に設計をたのんでみると ，そう 話が合

うわけではなく ，大いに困 ったのである 。 S 氏は

ー柱を全 く用いず， 大 ヌキをたくさんタテに使 う構

造にしたいとい った。構造の点では，こちらは発

言の資格がないので，それもよかろうと答えたが

それは，許可がおりなかった。 S 氏はきわめて不

機嫌になった。 ところで， 実際の工事の方は，い

ろいろな関係で，ある棟梁にた の まなければなら

ない事情であった。設計者と施工者 とは， は じめ

から，徹底的に衝突 した。構造が不許可になる前

に， こんな家は建てられね え， と棟梁がへソを曲

げた。 もちろん， s氏の設計には J きわめて独創

的なところが多 く，設計をやりなおしてふつうの

構造に変えたが，それでも当時としてはすぐれた

特色を持っていた。 しか し， 最後に，わたく しの

母が承知しなくなって しまった。つまり ，内玄関

をつけてもらいたいという母の要求を， s氏は断

じていれなかったのである 。母は，押売 りの来襲

をおそれ， また，大 して親しくない来訪者に家の

中を見通しにされることを恐れた。 S 氏は，それ

ではプラシが台なしになるといいは った。け っき

よ し 設計は設計 として ，一応そこで話 を打ち切

ってもらい，施工の方は，設計者とけんかした棟

梁の方にゆだねるほかなかった。 S 氏 とは，それ

きり，仲たがいのようなことにな ってしま った。

しかし母は，内玄関がついたので満足した。 この

家は，戦災で焼けた。ひどく頑丈な家で，おしい

ことをしたが，あとからその 家に住むことになっ

た姿は，あま り満足しなか ったとみえて ，一生 こ

の家に住まなければならない のか ! と時々なげく

ことがあ った。
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以上の経験によって，わたくしは，大へんに用

心深くなってしまったのである。今から思うと，

S 氏は， よほど寛容な方だったらしい。その後知

りあいになった建築家諸氏に， s氏に対すると閉

じような注文を出す勇気はない。頭ごなしにやら

れて屈服するか，仲たがいをするか，二つに一つ

しかないと感じるからである。そうかといって，

督流の棟梁に仕事をまかせる勇気もない。彼らの

中で，腕の点で信頼のでぎるような人たちは，お

そらく，専門の設計者以上に頑固であろうし，

こちらのいうことを何でもきく連中は，あとで曲

るような家を平気で建てるにちがいないからであ

る。木造のあまり大きくない建物ならば，わたく

し自身一応図面を引くことができる。プラシを作

り，エレグェ ージョシを考え，カシで土台から小

屋グミまで三号えることができる。そこで，それを

受けとって ，専門的な検討を加え，然るべく相談

に乗ってくれる人がいて ， さらに，図面をよくの

みこんでくれる大工さんがいれば，わたくしとし

ては理想に近いことになる。小住宅に関しては，

大体これでいいのではないか と思う 。そして頭の

中ででき上りを想像しながら図面を引き ，図面を

読むことができない人たちにとっては，設計者や

施工者との聞に， もんちゃくが起るのは当然だ

と思う。

建築が芸術であるかどうか。わたくしは， この

論争に参加する勇気がない。割りきっていえば，

ながめさせるために存在する記念建造物は，純粋

に芸術であると思う。芸術家にはピシからキリま

であるのは当然のことだが，造型美を解しない連

中が，いいかげんな主観でとやかくいうのはまち

がっている 。注文する前によく傾向をしらべて，

大体の見当をつけることは必要だろうが，ーたん

依頼してから文句をいうのは，いう方が悪いので

ある。

しかし，用途を持つ建築については，大小を問

わず，まず第ーにその用途に即することだと思っ

ているのである 。 それを確認した上で，その建築
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が芸術としてもりっぱなものであることを望むの

は，当然のことである。しかし， もしも ，用途の

上の要求を，形のために犠牲にすることがあった

ら，わたくしは， 反対しないわけにいかなくな

る。もちろん，注文主が，ど ちらにでもなるよう

な点にまで，趣味による注文をつけ，芸術性を破

壊してしまうような場合には，わたくしは，設計

者の方に味方する。 しかし，理論的にいって，徹

底的に用途に即することが，美に近ずく近道であ

ることも ，当然考えら れるのである 。そういうこ

とをいうと，建築家の友人の中には ，まわめて古

風な機能主義だとあざわらう人がいる 。 しかし，

どうも，用途のある建築を， 自分の作品として突

きつめるのはいいが，卒直にいって，便利さとか

経費とか，安全度とか，耐久力とかと，形の美し

さとを天びんにかけて，後者の方を重んじるとい

う三考え方には，軍配をあげかねるのである 。その

両方の条件を，同時に満たすことこそ，専門家の

責任であり ，義務ではないか。 これは俗論のよう

であるが，実は，もっともむずかしい要求なので

ある。芸術性の主張が注文主の無理解と愚劣とに

対するレジスタシスとしての誇張であるというな

らば承認する。もしも本心だとしたら，時代錯誤

である。

わたくしは，建築にあまり縁の濃くない人々の

建築家に対する不平不満をかなり多く聞かされて

いる 。おも しろし、ことに，実際の建築をはなれて

の建築論については，そういう衝突はあまりない

のである。新らしい芸術運動としての建築論に対

しては， くろうととして同感している人が多いの

である。建築雑誌などを見ても ，おもしろがって

いる。街路で，いくらかでもすっさりした建築を

見れば，いいな， という 。つ まり建築に直接の縁は

ないが，建築の芸術性については，理解しよう と

つとめている人たちなのである 。頑迷な ι保守主義

者や，商業主義一点ばりの連中ならば，はじめか

らもんちゃくは起るまい。そういう連中は，機能

主義から見てもでたらめなのであるが，建築の近
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代的な芸術性などは，頭から認めないし，要する

に無縁の人々であって ，共通の敵のようなもので

ある。しかし，ひょっとすると ，彼らは，商業主

義的な打算から ，有名な建築家の設計をうのみに

して，一程の装飾とするかもしれない。しかし，

もしも不便を感じ，趣味に合わないと感じたら，

どんどん改造してしまうであろう。ところが皮肉

なことに，芸術家としての建築家を尊重する人々

の方が，いざ自分で使う建物を作る段になると，

設計者の横暴を感じ，実験台にされたような不満

を感じる場合が多いらしいのである。

こういう事実が，統計的に多いとなると，きわ

めて重大な問題になる。小住宅ぐらいならばまだ

いい。わたくしは，建築の芸術性を尊重するが放

に，機能上の要求・をもっと重んじることが必要な

のではないかと感じるのである 。 さらに，個々の

建築だけでなく ， 周囲との調和という問題があ

る。 これは，民災，風水害，戦災と ，めちゃめち

ゃな災害に見まわれつづけている日本としては，

過渡期の不幸であるが，比較的おちついている町

に新しい建築を作る場合，あたりを考えない机上

プラシと感じられるようなものが時々出現する。

将来，古い方がなくなって，全部新しい調子で統

ーされる見込ならばそれでもよかろう。しかし，

どんな様式を持ちこむにしても，個々の建物だけ

でなく，町全体としての美しさについて ，大いに

敏感になりたいものである。コシクリ ー ト建築の

聞に ，数寄屋づくりを建てる神経も相当なものだ

が，コシクリートの観音さまを連想させるような

建物が，大仏さまのような建築とにらみ合ってい

るというようなのは，感心しないのである 。 これ

は，建築家だけの問題ではない。 まさに，憂いを

Ｉｾにするべき大問題だが ， こんな点について ， 夢

を語り合う時には，機能派も芸術派もなくなる。

これも ，当分，理想が実現されそうもないことが

らだからであろうか。

断っておくが，わたくしは， どんな意味でも保

守派ではない。感党的には，新しいものを好みす

きf るほどだと思っている。同時に，古風な機能主

義とは窓味がちがうにしても ， いろいろな点で，

今の日本では建築上の機能主義の再興が必要だと

感じている一人である。役に立ちさえすれば，形

などはどうでもいい，というような暴論には絶対

に反対である。 しかし，精密機械のように，徹底

的に機能に即して設計されたものの美しさを否定

し得ない一人でもある。

戦前に，日本ではまだ珍らしかった工作機械を

作る工場を見学したことがある 。そこには，スイ

ス人の技師が来ていた。彼は，一応設計が完了す

ると ，実物大の木製の見本を作らせて ， 何日間

も， じっとそれをにらんでいたという 。 そして ，

彼の眼の感党で，その外形のどこかが気に入らな

いと感じると ，その部分のパラシスの再計算をや

り， しばしば設計の変更をやったという 。精密工

作機械にとっての生命は，パラシスである 。 これ

は，感覚' の問題ではない。機能の問題である 。 し

かし，品後には，機能上の問題を，形の調和から

もおさえていく。ある部品を，右へつけても左へ

つけても実用上，同じという場合， じっとながめ

て，感党的に安定な方を選ぴ， 精密に計算しなお

してみると，実はその方が正しか った，という場

合があるのだ，という説明を聞きながら ，わたく

しは大ぎな刺戟を受けた。

こういうやり方が，建築の設計に通用するかど

うかはわからない。しかし，何か，これに似たよ

うなことが挫築設計の場合にもありそうな気がす

るのである 。構造や材料の計算には，安全率のと

り方でどうにでもなる部分が多いのではないか。

精密機械の精度の要求とちが うて， 計算だけでは

いかないことが多いところに，建築家の感覚' の役

割を大きくする条件があると思う 。 しかし，根本

の考え方としては，機能と 芸術性とをこのように

緊密な結合として ，考える方が正しいのではない

かと思 っている。用途のある辿築を，まず第一に

建築家の自己表現の芸術と考えるような傾向があ

るとすれば，それは全くの邪道であると思う。

( 筆者 評 論 家 )
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生 国 務 神 社 本 殿
設計 A i 渇善雄・奥谷文飽

施 工 株 式 会 社 山 田 組

総連坪 42.縛6合5勺( 本殿20坪2合5勺，幣殿13llj15合. 左右l l 111l ! 8

坪9合，塀29閥)

本建築織式は生国魂造りといわれている。屋槙は一つの流れ造り

で，表流れ: 1 : 切要千鳥破風に両側面は鎚破風 ，正面 11: 軒脂破風巡り

{ 春日造り織式) の千鳥屋根をおき ，更にその前面 11: 切裂千鳥破

風の毘根をおいている。すべて鉄筋「コンウリート」巡りであ

る。しかも細部の手法に至るまで，すべて木造の場合と同織の手

法である。霊木 ・斗組等も打上げ「コンクリ ー トJ 11: rヲ y カー

」吹付仕上げをなしてし必。

河 内 銀 行 本 庖 設計監理 : 日建設計工務隊式会社

施 工 ・ 株 式 会 社 松 村 組

建物位置 ;  布 施 市 長 堂 1 丁 目 101番 地 及 103 務 地

工 WJ 起 工 1955年1月 峻 工 1955年8月

敷地面積 549.89坪

各 階 面 積 . ・1階 196 .437坪 中2階 21. 256坪

2階 154. 689坪 3 階 141.14l.t. 1s

B 階 13. 095坪

延 面 積 526. 618坪 軒 高 : 47.お尺

最高部前 56. 10.尺 主体構造 : 鉄筋 コγ クリ ー ト構造

日 本 専 売 公 社 広 島 地 方 局 食 堂

建 築 面 積

投 計 日 建 設 計 工 務 係 式 会 社

工事I監浬 日本専売公社広島地方局営織課

工事施工 大 之 木 建 般 株 式 会 社

本 館

北 廊 下

南 廊 下

合 計

I ，14; 328 

坪

36.437 

坪

13. 231 

1.19Z96 

三 稜 中 学 校 独 立 図 書 館

広 き 75坪

設 計 者 : 中 野 順 次 郎

施 工 者 :  株 式 会 社 奥 村 総

峻 工 : 悶 和30年9月30日

概 要 :  木造平屋瓦葺，蔵書室益9，0∞冊，閲覧人数100人

SKETCH BOOK 



最 高 の 品 質 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

うヨィJl • 

EP 

衛宝陶器

〆

附 属 金 具

伊奈の九月 印街生陶器には ｊｾ フ 印附 ｬ 民金 具 をセ ノ トで御 ＭＱ＼Ｑｩ

用下さい ます機お す 》め申上げます。

広誌で見 fこと 御報知

次官ｾ カタログ進呈

< s > 伊奈製陶械式曾紅

本社及工場 愛 知 県 常 r丹 市 扇 面 新 田 電 話 常 滑 ( 代 表 ) 700

東京事務所 '1' 央 区 西 八 丁 守1 2  - 8  電 話 築地@ 5261 ・5262



いちばん自につくところは床です
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定 時 評 議 員会

必h

c  便

29日 3 時一 51時 於 大阪也没会館

評議員出席者17名 委 任 状28名 計45名 外宮飼理事

殺事 ω議長及副議長互選の件常務理事仮議長とな

って議事を進行，議長に河合貞一郎君，副議長に元良勲

君が互選さる。議長交代し て審議を続行する。 (2) 役員重

任の件関係部門より要望の通り筏貝重任方承認さる。

(3) 会長，副会長及理事選任の件別紙会告の通り夫々選

任さる。削昭和31年度収支予算の件常務理事より説明

の後審議して別掲原案の通り承認可決さる。

理 事 会

14日 3 時一 5 1時半

・鴻池副会長外 8 名 事務局 2 名

於朝日ピノレ

議事 ω定時評議員会開催の件 開催日，議題につい

て審議の上原案を承認決定。 (2)31年度収支予算の件審

議の後原案を承認決定。 (3) 次年度J i l l 事会へ引継事項の件

例年に倣い引継事項を決定。 (4) 九州支部に関する件九

州支部からその運営に関して申出があったので審議した

が，重要事項であるので更に恨重審議のため次年度への

引継事項とする。制大阪府表彰者推薦の件 5 月 3 日大

阪府知事が表彰する建築関係の功労者として個人 1 名，

団体 1 を推E書するととに決定。 (6) 創立記念会日行事の件

記念日当日午餐会を開催の件および後日に開催の通俗講

演会講師について承認決定。 (7)全国粘土瓦展示会協賛の

件 中小企業庁外主催の名古屋に於ける同展示会を協賛

するととに決定。 (8) 会勢委員会改組に関する件会事与委

口会で検討した問委員会改組案を審議したが，次年度引

継事項としてE更に審議する ことに決定。(9) 入退会者鐙衡

の件審議の後報告事項 として 2 月分会計および事業に

ついての報告が行われた。

会 雲寺 委 員 会

8日 3  時半- 6 時

矢野委口長代理外 5 名 事務局 2 名

於朝日 ピノレ

議事 ω創立記念日行事の件通俗講演会の開催につ

T R A D E  

V & b匡
MA R K  

日本総代理砧.

( 3 月 分) 一一

いて講師その他兵体的事項を審議決定した。 (2) 会勢委貝

会の運営について小委貝会の議論を中心に討議を1[1. ねた

が結論に迷せず，更に改めて審議をすることにした。

12日 5 時半- 8 時 於朝日ピノレ

矢野委貝長代理外 9 名 事務局 2 名

事務局から創立記念日行事の通俗講演会開催について

の経過報告があって，会勢委員会の運営に関する件につ

いて審議した。各委貝の活発な意見交換の結果，現夜の

会勢委員会を改組して，事業の企画実施を主とする仮総

会合委員会と，会勢発展を企画する仮橋会勢審議会とを

設置するとの結論を得て，とれを理事会に提案するとと

に決議した。

編 集 委 員 会

10日 1 時半- 4 時 於朝 H ピノレ

浦辺委貝長タト 9 名 事務局 3 名

(1) 30年度の雑誌貯の収支について事務局から報告。

(2) 中島健議氏の原稿を 5 月号に掲載するととに決定。

(3) 4 月構造号について経過報告。なお割付について審

(4) 

議。

5 月号掲載作品について審議の上掲載するものを決

定。

(5) 西山卯三氏の中国訪問について要望事項などを協議

(6) 紫煙室原稿を広く各方面の会員へ依頼することを決

定。

(7) 背年建築家募集要項を審議決定。

教 育 委 員 会

14日 3 時- 5 時

鷲尾委員長外 3 名 事 務 局 2 名

於朝日ピル

次年度委貝会への申し送り事項として，コシク Dート

技能講座，工高生設計 コシク ーノレ ，大学生施工教育強化，

工高生施工教育強化，造裂に関する研究などの各分科委

貝会の継続存置を希望するこ ととし，なお各委員会の委

員長は理事が兼ねるとと，委員会の研究成果の原稿は編

集委員会に於て後先的にとり上げて欲しいこと，地方会

世 界 の エ ー ル 錠 前

株式会社 ヒγ パラ ー産業社

東京丸ピノレ 8 7 3号

米 国 エ ーノレエンドタク Y 製 造 会 社

株 式
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員のための締盟会| 綿催などの希望事項を申し合わせた。

その他工高生設計コシク ーノレ入選作の巡回展示，軽量鉄

骨構造講習会についての報告が行われた。

同コンクリート技能議定分科会

26日 3 時一 51時 於朝 H ピノレ

横尾主査外 4 名 事 務 局 2 名

本講座は当初職長クラスを対象として企画されたが，

これは現状では実現に困難な事情があるので，対象を若

い技術者，二級建築士前後の人にするととを再確認し，

テキストを新しく作ることについて協議した結果，旧作

各人の分担部分について適宜増補訂正をすると と， J  A  

5 5 も関係部分について変更箇所を各自訂正するとと。

なお特殊コシク Dートに関する項目を追加することにし

てその執筆者を後衡し夫々依頼することを決定した。そ

の他原稿は六月末に締切るとととし，講座の後援者に住

宅公団大阪支所も加わって裁くようお願することを決め

た。

住 宅 委 員 会

22日 3 時一 51待 於朝日ピノレ

中野委員長外 3 名 事務局 2 名

30年度最後の委員会として一応既往を回顧したが，未

だ結論を得ないものが多いので，前|年米の検討資料と経

過記録を取り揃えて次年度委員会に引継ぎ，更に検討を

進めて貰うことにした。なお本年度は，ローコスト住宅

の問題に最も重点がおかれていたので，かねて委員会が

緩めていた 「ローコスト住宅を求める心理」の原稿を委

員一同の検討に附した後にとれを会誌に掲載して， 30年

度の事業報告とするととに決定した。

災 害 委 員 会

26日 1 時半- 2 時 半 於朝 日ピノレ

横尾委口上正外 6 名 事務局 2 名

次年度委民会への申送り事項を審議したが，約座委員

担当の建具の挑み笑験の件は一応報告もあったので申送

り事項としないことにして申送り事項無しと決定した。

なおすj盛委員からがf工法である軽拡鉄骨構造の施工につ

いて，指導を要する官官面が多々あるので本委員会で検討

されたい旨の希望が述べられた。終りに次年度委員候補
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者に関して意見の交換懇談が行われた。

評 議 員 懇 設 会

技術部門 20日 3 時一 5 時 於朝日ピノレ 出席 6 名

綜合部門 22日 1 時一 2 時 於 朝 日ピノレ 出席 4 名

定時評議貝会における議案について，夫々懇談を交わ

した。

見 学 会

市大医学部付属病院見学会

17日 2 時- 4 持 参 加 者80名

設計山田守建築事務所，監理市建築局営繕課，施工奥

村組で地下一階( 1部 2 階) 地上 7 階，塔屋 2 階，鉄筋

コン クリ ート 造，延 3，500坪の堂々たる病院である。 1

階待合室に集合して市建築局堀内技官から設計概要の説

明を承わり ，二班に分れて見学 したが， 湾曲 した外観，

単調を破って一階から上階まで貫いている馬断型総硝ヂ

張りの明るい待合室，全体に明るい色彩で清潔な感じの

する病院である。設備の完備した大小数室の手術室，ホ

テノレの客室にも劣らない特別病室など最新の設備を誇っ

ているが，中にも将来はテレビを利用するように設備さ

れた特別手術室やマジックドア ーなど，現在最高の施設

であろう。見学後一聞は再び一階の待合室に還って，奥

村組木村主任も交えて質疑応答の後，関係者に謝辞を述

べて散会した。

近畿中央病院見学会

24日 2 時一 5 時 参 加 者20名

合憎当日は清家治氏の講演会があったため参加者が予

定より減って，施工者大林組でパスなど折角色々 と準備

をして下さったのに，大変お気の毒をした。先づ日建設

計工務K Kの上浜氏から設計について，次ぎに大林組高

野主任から施工について説明をきき，案内に随って全宣告ー

を見学したが，会館柔かい色彩は監理者文部省大阪工事

事務所の波辺氏御苦心の結果の由で，大変感じがよかっ

た。前回見学の市大病院に比べると延坪 2，100坪と少し

小さいけれど設備は劣らない程新しい施設がなされ‘ 各

病室のナＭｾ コ ーノレ設備 ，全 病床のベッ ト ラジオ設備な

ど市大病院と同様で至れり尽せりである。手術室の伝導

タイノレ，酸素供給施設なども又最新の設備で，その防爆
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設備は市大病院に閉じである。共済組合の病院だからで

あろう，市大病院のような立派な特別病室はここにはな

かった。本館の見学を終って看護婦宿舎に回わったが，

天井の低いのが気になった。夜勤者の昼間の休息に対す

るl援い配慮の設備な ども見られた。見学が終って茶菓の

もてなしを受けながら質疑応答を交わし，やがて関係者

に誠意を表して帰路についた。

創立記念 日午餐会

30日 111時半- 1 1時半於今橋クラブ

竹腰会長外35名 名誉会員 5 名

創立第39回の記念日を祝し，名誉会員をお招きして記

念の午餐会を催した。月末のと とであり，又偶々雨天で

あったためか参会者が予定より少なかったが，滋江，置

塩，松本，波，島田の各名誉会員の御出席を得て正午着

m!j ，先づ会長の挨拶に続いて一間乾盃して会食に入る。

グデー トコー スで松本名誉会員立って御感想、を述べられ

たが，お願して引ｾ続き昔を偲ぶテ ー ブルスピーチの司

会役を引き受けて裁いた。司会者の指名で，小川正，様

岡藤郎， 政同基次，波江悌夫の各氏が交々往時を語り 将

来への希望を述べて協会の前途を祝福された。閉会に先

立ち常務理事から，御欠席の名誉会員からのお便りを披

露若 した。なお当日は自祝の意味で協会から紅白の鍛頭を

出席者へのお土産にした。

本会後援叉は協主主の催 し

炉岡山建築士会主催第 4 回建築展協t ' f

会期 3 月 6 日- 3 月11 日 於天満屋百貨庖

静朝 日 新 聞 社 主 催 楽 しい生活と住宅博覧会協賛

会期 3 月20日- 5 月31日 於あやめ池遊園地外

炉文部省外主催鉄骨校舎技術研究会後援

会期 3 月23日 3 月24日 於神奈川県音楽堂外

炉' 1"小企業庁外主催第 3 回全日本粘土瓦振興展示会協賛

会期 5 月 9 日- 5 月13 日 於愛知県s商工館

編 集 後 記

' 本号は，作品一般号とし て，病院建築〈市大病院，近

畿中央病院) ，ならびに市庁舎( 府中市庁舎，天理市

庁舎〕を紹介 しました。そのほか，天理教の諸施設も

紹介してみました。なお，特別原稿として，文化人と

して有名な中島健裁氏より玉稿をえましたことは建築

家にとってもよい刺戦となるととと思います。

以上御協力をいただいた各位に厚くお礼を申しあげま

す。

ｾ＠ i J ，く号は恒例の「青年建築家特集号」です。若き優秀な

青 年 作家の出現をのぞみながら編 集を進めておりま

す。

臨轟轟轟盤輯輯韓鶴騨
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昭 和 2 9 年 度 決 算 報 告 社団法人 日本建築協会

昭和29年度収支決算は昭和31年 1 月通常総会において承認されました。 とこ に御報告申し あげます。

昭 和 29 年 度 収 支

収 入 之 部

科 目 金 額 費 目 金 額

正 ｾ＠ 聖堂
2，035，800 

間 体 会 雪量 2，589，502 

会 費
4，お6，670

地 方 会 授 158，662 

耳目 会 E置 52，706 

維 能 収 入 4，271，7'ω  広 告 料 4，271，760 

入 会 聖聖
5，150 

雑 収 入
7侃，460 利 子 11，646 

雑 収 入 751，664 

後 援 会 費 72，ω o  後 後 会 政 72，∞o  

合 計 9，948，890 9，948，890 

支 出 之 部

科 目 金 額 t量 目 金 額

初 日 ピ ル 耳1 f 6 所
日5，890

事 務 所 空豆
836，780 

分 室 司I 務 所
270，8ω 

会 議 費 94，112 会 議 費
94，112 

弼t 能 売 行 費
4，173，766 

事 業 空空
5，281，435 部 会 ｾ 貝 会費 766，610 

支 部 Z空
341，059  

備 品
15，670 

通 f膏 費
79，010 

旅 E主
138，564 

m 金 哩生
286，309  

事 務 聖堂
758，552 

印 聞リ 'llI 
66，310 

文 関 具 '1!1. 
36，436 

図 型F 華聖
11，080 

雑 '1!1. 
ロ5，173

給 料
1，280，460  

緒 給 与 2，696，860 路 手 当 916，4∞ 

:r.t 与
5ω ，∞。

.  

予 備 費 70，254 予
備 宅生

70，254 

健 I>)l 保 険 ｾＱ＠ 71，640 

務 鼠 課 金 150，527 
厚 生 年 金 保 険 料

29，100 

矢 m 保 険 料
21，827  

27，960 

合 計 9，888，520 
9，総8，520

収 入 令 9，948，890 文 出 金 9，鉛8，520 差引収入組過 60，370
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Jt I'Iン'II，LI勿l製造紘式会1 ft
本 社 及 工 場 尼 崎 市 長 州 稲 川 新 国 電 話 大 阪 ⑧4947- 4949

東 京 支 庖 及 工 場 埼 玉 県北足立郡放町駅前屯話版252}11口5978

延問事務所' @ ; ・ili 命県延岡市東中川原[ l IJ 5059 ＮｾＺ［［Ｚ話延岡 ＳＴＸＱ
ＱｾＱ 山工場福島県郡山市外富久山町久保回 ＱＴＲ ｭ 話郡山 ＲＶＷ
九州事務所稲岡県八幡市 ｴＡｾ 手町二丁目 包話八僻723

岩 国 事 務 所 山 口 県 岩 国 市 今 津川口 包話岩国776

OR I E NT A L  



優秀機能ヲ誇ル

岩 佐
最新ノ機械設備

最高ノ設計卜技術
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不
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株 式 会 批 岩 佐 鍛 工 所

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地

電 話 淀 川 (47) 代表 4351. 4352. 4353. 0903. 0904

中
z同

H

ハ

広
原出

片

+

l

土

汁
J

件

川

J

⑩

 

経費節減145万円の

利益をt む

朝附ｾｾイラ・女高性能・霜射型
炭・オイル・刀ス実

煙管式ボイラの「革命兄」現る/ ! 一二 回

年間 3000時間) の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

丸 公 式 試 験 成 績

Zts 

三手

抹式曾示I 卒川欽工所

7'  x  30' ランカ乙/ ヤボイラと

比較して

145 万 円 益

く営業課目 >

(但しE. E. 2000kg/h  r  

6000 j ] 0 9 一石炭5000同/屯)

1 日10時間 1 J- ]25日として

平川- /./<管ボイラ 、平川~機関車型ボイラ

手川 ＮＮ｟， ｾ型 ボイラ 、 外ボイラ 全般 ・ 輸送機 械



経り =  IIJ tI t  

. . 7 ・苧 Z 噌"

7 回i " ' - ｴＺＺＭｾＢ＠ NO.1. 3 0 0  

弓，，1-・， -t::.. ・・

型 状 優 美

故 障 絶 無

日 本 金 異 製 作 所

タイ火、，工業株式曾匙

a 国l D

I-!'i' ー手工 11/ ' 1

長 記

7 1 7・t.:-夢" Nc. 1 2 0 0

8*t-:: Pーチ工" 。製謹獄式会it
出 向 井 啓 [ 歳 前社長 出 向 井 佐 次 郎



屋 根 材 は

建 築 基 準 法 の 規 定 第 二 十 二 条 に 適 合 し た

需芝居面 ｉｴｾＷｦ シゲ

@ マ ル エ ス 印 フ ラ ス リ ウ ム 山 て

特 徴

@  悶合制叫叩成酬附酬樹刷刷IJ一l
を具僻術i して いますが特 lに乙下記の点tに乙於て優れて居 りま す。

1  耐摩耗性が極めて 高 く美麗である

2  耐油性でゐってとらな L 、。

3  表層の部分修理が簡単に出来叉難燃性であ る。

4. 敷込が簡易であって 目地を な くす乙とも出来る 。

規 格

色

厚

彩 ・・ ・・・・緑色 ・灰色・藍色・茶色

み・ ...2.5耗 ・3.0粍

巾. . . . . . . . .. ....... .36[1'.[ ・長 さ・ ー… ー72吠

一巻の面積・・・ 6 坪

f 2. 5粍 101ff

一坪の重量i
l3. 0粍 12延

儲 材 に は ⑨ 印 プラスリ ウムセメント 及 アスフア ル ト セ メ ン ト 尚 り ま すっ

用 途

鉄筋コ ンク リー ト建築 ・木造建築 ・車 柄 ・船 市自

下地はモ ル タル塗 ・板張 ・鉄板張の何れ で も依用出来ます。

大阪市西区新町北通 1 ノ40 ・ 電 話 新 町@5281 ・5282 ・5283

東 京 工 場 ・ 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 ・ 電 話 足 立 ⑮ 0131 (代表) - 5  

山 形 工 場 ・ 山 形 市 小 白 川 町 3 9 ・ 電 話 山 形 238 7 ・37_79



借 方 之

科 目 金

現 金

当 鹿 預 金

普 通 預 金

振 替 貯 金

定 期 預 金

投 資 預 金

末 収 入 金

仮 払 金

什 犠

敷 金

繰 越 収 支 勘 定

aロh  計

借 方 之

摘 要

固 定 資 産

什 l!lJ 

流 動 資 産

当 度 預 金 22，620 

警 通 預 金 816，190 

定 WI 預 金 220，000 

銭 替 貯 金 50，973 

投 資 信 託 預 金 300，000 

現 金 13，185 

維 鋤 定

仮 払 金 31，0ω 

未 収 入 金 233，130 

敷 金 231，192 

前 年 度 収 支 539，286 

日十

合 計

本年度差引収支 ω ，370ハ前年度繰越不足金補喫

貸 借 対 照 表

自問29年4月1日 歪30年3月31日

部 貸 方

置買 科 自

13，185 付 器 償 却 期 備 金

22，620 未 払 金

816，190 仮 受 金

50，973 未 経 過 収 入 金

220，000 主主 本 金

3∞，000 lJJ m m {情 金

233，130 聡貝退獄ｾ備 金

31，∞o  創立 三 十 五 周 年 記 念 勘 定

143，709 放 日 高 伴 民 事 業 資 金

231，192 木 年 度 収 支 勘 定

539，286 

合 肝

Rオ 産 目 録

l昭和30年3月31 日現tE

部 貸 方

金 額 摘 i!l! 

ヨ| 当 勘 定

143，709 股 貝 退 臓 僧 備 会

ul 業 邸 側 金

行 総 償 却 司 直 仰 金

創立 三十五周年記念勘定

故 円 高 伴 氏 事 業 資 金

1& 本 金

流 動 負 債

1，422，968 仮 受 金

未 払 金

米 経 過 収 入 令

1，034，608 

之 部

金

28，839 I  

制，0お

207，110 

219，813 

47，672 

41，276 

お0，044

765，074 

217，051 

60，370 

2，601，285 

之 部

金 務I

350，044 

41，276 

28，839 

765，074 

217，051 

47，672 1，449，956 

207，110 

“4，036 

219，813 1，090，959 

l!t 2，540，915 

君主引収支 60，370 

合 骨十 2，601，285 

63 



昭 和 31 年 度 牧 支 予 算 社団法人 日本建築協会

昭和31年度収支予算は昭和31年 3 月の定時評議員会において承認されました。 ここ に御報告申しあげます。

昭和31年 度 収 入 予 算

科 目 ぎi). 有i Z且 金 額

倒 人会' t ' l . 2，604，000 

日I
体 "

2，880，000 

会 m 収 入 5，714，400 

地方会員

"  
172，800 

耳rr 会 員

"  
57，600 

雑 誌 収 入 4，900，000 

械部i講習会収入 134，000 

級 会 収 入 420，000 

事 業 収 入 6，900，∞o  建 材 響 D 料 75，000 

約 款 売 上収入 150，000  

出 版 収 入 1，100，000 

雑 121，000 

後 援 会 収 入 72，000 主L 日 i'< 72，0∞ 

雑 収 入 313，600 曹邑 収 入 313，600 

合 計 13，000，000 

M 

昭和31隼 度 支 出 予 算

日 戸ｾ 項

[jJ m 't'l. 6，900，∞o  

支 部 資 350，0∞ 

什 怨 30，∞o  1 櫛

A

U

A

U

A

U

V

 

O

O

0

 

0

0

0

 

0

0

O

 

A

U

。
，h
F

L

a

-

-

伐

資

質

会

議

会

員

会

部

蚕

雑 誌 、 資

講演講習会' t ' l .

4，900，000 

120，。ω

集 会 伐 1 420，000 

図 容 出 版 政 1 900，000 

雑 1 290，000 

支 部 交 付 金 270，000 

支 部 補 助 金 1 80，000 

品 30，000 

司I 泌 所 質

制 u ピ ル

920，000 I  

分 室

600，000 

320，000 

通 f吉 型t 42，000 

旅' / . ' 1 交通費 2∞，0∞ 

't'l. 1  
706，ωo  1 集

金 型t 276，000 

事 J'l5 

印 刷 物 質 50，0∞ 

文 房 具' t ' l . 30，000 

雑 空空 108，0ω 

給

給 料 1 2，550，0∞ 

与 1 3，200，0ω | 超 勤 手 当

貸 与

100，000 

550，。∞

隠 生 強

健 保 料 I 105，000 

厚 保 料 1 49，000 

210，∞o  1 失 保 料

労 保 料 1 5，000 

m員 福 利 枝 I 25，000 

賦 却 金

26，000 

30，∞o  1 賦 税 金

退 職 準 備 金 1 100，000 

高田 備 金 110，000  

過年度不足金補. ; 1: : 1 150，000 

予 備 金 394，000 

合 “1- 1  13，000，000 

30，0∞ 

什奴償却都備金 10，000 

150，000 

394，000 

13，000，000 



新 IJ 建 築 法 規 事 典

P. s コンクリートの原理さ応用

グロビウスと日本文化

日 本 の 新 建 築

21. 建 築 防 火 論

建 築 学 大 系 金 40 各

31. 底舗のフアサード

建 築 写 真 文 庫 第 2期 金30港

38. 公 衆 浴 場

建 築 写 真 文 庫 第 2期 金30傘

重版建築士技術金書 2. 計画原論・設備

近 イそ 建 築 史 図 集

日 本 の {主
セ- .  

こ れ か ら の 住 生 i舌

北村秀治編本舎は，建築基準法お よび建築

士法の関係法令 ・各条文を，平易簡明に要約

して同一項目に分けて収め， 50音}I 闘に配列し

て必要条文の索引に便利な必備のrjJ ! J l ! です。

A 6 半IJ 600頁 前 後 上 製 定 価 替600 〒50

P.  W.  Abel es 著 今川鋲 夫 訳 従 来 の 鉄 筋

コシク 3 ート にかわるべ く，最- 近脚光を浴び

てきた P S コシク Dート の原理から応用にい

たるまでを詳細に述べた逸本であります。

A  5  ｾ ｊ＠ 180頁 上製 定価￥500 〒50

グロピクス会編博士の来朝を j切に，わが国

著名建築家4ο 余氏が多岐にわたって執筆した

本容は，博士を通して把握された日本建築界

の方向を知る上に示唆に富むものであります

A 5 判 300頁 上製 定仙普900 〒50

ノj 、池新ニ ・浜口隆一 編 現 代 日 本 に おける代

表作を1953- 55年にわたり収録 した本替は，

わが国建築界の動向を知るうえの好資料とし

てお腿めできる 一大建築図室長であり ます。

B 4 半11変形 142頁 特 製 定 価 ￥1500 〒100

建築学大系編集委員会編本告は， ζ の分野

における最高の執筆陣によるもので，防火史

より j砕きはじめ，火災統計 ・火災性; 伏 ・防火

材料 ・建築防火な ど12章よりなる逸本です。

A  5  -'fi J  420頁 特 製 定 価 ￥1050 〒50

彰国社編本警はＡ苫舗の建築的ｾｾｾとして一

番 ｬｬｩｾ なフアサードについて，日本の伝統的

庖舗の巡構から和風 ・洋風などさまざまなフ

アナードの資料を実用的に編集した図集です

B 6 判 88頁 総ア ー ト 上 製 定 価 ￥300〒35

彰国社編われわれ日本人の日常生活に欠く

ことのできない公衆浴場について，種々の類

例を挙げて，写真を通 してすぐに新築 ・改装

に役立つよう編集された図集であります。

B 6 判 96頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥3叩 〒35

船越綴房編新鋭諸氏の執2訟になる好参考舎

A 5 桐U384頁 布 袋 函 入 定 価 ￥500 〒50

日本建築学会編近代建築史を一望に収めた

B 5 判 88頁 総 ア ート 上 製 定 価 ￥450 苧35

太田博太郎著 高校の社会科教材として最適

B 6 判 122頁 上 製 定 価 ￥ 100 〒20

者 ｉ ｟Ｇｩ Ｍ 良 ＱＱ 若高校 ・ 短大の『 住居学』 の好参考ｾ

A 5 や，J 168頁 上 製 定価 替 300 〒35

65 



慶 告 目 次

( 50 音 )1船 建 築 と 社 会 V o1. 37 No. 1) 

朝日石綿工業 k k ・・H ・H ・- …… 表紙 4 k k 斎藤省三商庖…. . . . . ・ H ・.. . .・ H ・. 68 日東石膏 k k …. . . … … . .... ・…・75

浅海電気 k k ・… .. .・H ・. ...…・・ H ・H ・. 69 三機工業 k k ・… ・…・… … …・・… … 68 日本金具製作所・ ... …- ・…… H ・H ・.61

k k 浅沼組 .. .. ・H ・.. … -…. . . . ・H ・.. .. .10 k k 三幸商会 … ・・ …. ... ・H ・. ...・ H ・. . .70 k k 日本ν ャ γ ター製作所… - ・ … 74

麻村ナ" ) 11/ ュ工業 k k .... ・H ・.... … 80 k k 三尭商会 ・・ H ・H ・.... ・H ・.. .・H ・.9，68 k k 日本 セメント防水剤製造所 …・・・表 3

伊奈製陶 k k ・H ・H ・...・ H ・.. .. .. ・H ・.. .53 三和 k k … ・… H ・H ・.. .. ・H ・... ..・ H ・.. .54 日本ドア ーチエヲク製造 k k … … 61

泉石綿工業 k k …・…. . . . . ・H ・...・ H ・.73 三友工業 k k ・・H ・H ・-…. . .. ・H ・.. .・H ・6 日本ぺ イシト k k .…...・ H ・.. . .・ H ・. .73

k k 岩住鉄工所・… ・… ....・H ・- …… 60 彰国松… . .. ..... .. ....・H ・...・ H ・... ・H ・65 日本レイヨン k k … . . …- … … 表 4

岩元工業 k k ・・H ・H ・....・H ・... ・H ・-… 74 須賀工業 k k .… ・:・・… … H ・H ・. . … . 68 日本セメシト k k ・・H ・H ・・・ H ・H ・.. .. . 9  

宇都興産 k k .…. . .・H ・... .....・ H ・-… 57 k k 菅商后 ・・H ・H ・-… … H ・H ・-…- … 55 k k 西原衛生工業所 ・・H ・H ・......・ H ・68

k k 栄輿商会 ...・ H ・H ・H ・- …. . . ・H ・... 68 k k 鈴 木ν ヤヲタア商会. . .・H ・.. ... 70 k k 野上工業所 ・H ・H ・.. .… ... ・H ・.... 69

才 Dエシタノレメタノレ製造 k k … … 59 岡島応用化工 k k …...・ H ・. . …… 表 2 k k 林塗装庖 ・H ・H ・..…...・ H ・.. … … 70

k k 大林組 .... ・H ・.. .・H ・.. .... ... ・H ・.. 8  田中工業 k k ・・ H ・H ・. .. .・ H ・.. .・H ・-… 67 合資会社汎建製作所. . . .・ H ・.... .・H ・. 78

大阪建材工業 k k ・H ・H ・-…. . .・ H ・- ・・ 4 田中風自製作所… ... .・ H ・. .... ・H ・-… 73 k k 目立製作所… . . .. ・H ・.. .・ H ・.. .・・ 2  

大阪 コシベス建材宇土・・ H ・H ・... .… … 72 田辺工業 k k ・・H ・H ・.....… … ・… … 56 k k 平川鉄工所. . . .・ H ・....…....・ H ・. 60

k k 大阪城ロ研究 所 ……. . . ・ H ・. . .68 田村商会建材部…. . . .・ H ・-… .. . .・ H ・.72 k k 不二製作所. . .・H ・.. ... ..・ H ・.... .. 77

大阪耐火ボード k k ・H ・H ・..... .・H ・. 76 大正鉄筋 コシク日 ー トk k .. .・H ・.. 71 福昌 k k … … ・・ H ・H ・.....・ H ・. ... ・H ・. . 72

k k 大阪電気暖房商会 ….....・ H ・-・ ・68 大日本硝子工業 k k .…...・ H ・.. .・ H ・70 福屋工業 k k ・・H ・H ・-… いてH ・H ・.. .… 70

大島応用化学工業 k k …. ... .・ H ・.. .72 大併組… H ・H ・... .. .・H ・... .・H ・... ・H ・..71 藤森工業 k k . ……. . . ・ H ・.. . .・ H ・- … 54

大阪 ヨー ギヨ ーセメント k k… 表紙3

沖電気 k k ・・ H ・H ・.. .・H ・H ・. ... ・H ・- … 7

k k 奥 村 組 . ...・ H ・.. … ・・…....・ H ・-… 3

k k 奥村重兵衛尚庖・ .. .・ H ・. ... .・H ・.56

奥山化工業 k k ・H ・H ・.. .... ・H ・... ・H ・80

織本特殊構造研究所・・・・・ ・・ ...... .... 四

樫野石灰工業 k k …. . . . ・H ・....・ H ・. . 70

k k 川岸窯業 ....・ H ・-… ... ・H ・.. .・H ・. 70

亀井 k k ・…. . .・ H ・- … - … H ・H ・- … 72

関西三星タイノレ会 .. .・H ・... ..・ H ・..… 79

工藤電気 k k ・・H ・H ・-… .. .・H ・.. .・H ・69

k k 久保商庖 .. .・ H ・.. .. ・H ・.. … H ・H ・. 67

黒川化学工業所・……・… ・・・… … -・・70

k k ケン トク ・・…・・・ ・・… ・・・・・・…・ ・・・・82

k k 建材社 ・・H ・H ・.. .. ・H ・- … H ・H ・-… 68

k k 金剛商会 .. .・H ・... … ... ・H ・.. .・ H ・71

合資会社佐村木商庖・.. .. .... ..・・・ ・・・・70

斎久工業 k k .... ・H ・-… ・- …. .... ・H ・68

犬和工業 k k ・・H ・H ・.. .・H ・-…...・ H ・.77

第一工業 k k ・・ H ・H ・. ... ....・H ・-… … 69

耐酸化学工業 k k …...・ H ・- … - ・… 81

高砂熱学工業 k k . …. . ... ・H ・- …・69

高野アスファノレ ト… ・γ … .. .・ H ・-・・・71

k k 武智工務所. . . . ・H ・.. ... ・H ・- … -“

k k 立 花 商 会 … … .... ・H ・- ・・……・ ・69

玉置産業 k k … -…・…. . . . ・ H ・..… ・ー75

淡陶 k k … ……. . .・ H ・- … .. .. ・H ・- … 6

中央電気工業: k k ・・H ・H ・.. .・ H ・.... ・69

朝陽電気 k k …- …- …. . . .・ H ・...・ H ・69

東京鋼板工業 k k .…...・ H ・... .・H ・- 花

東洋陶器 k k ・H ・H ・- … … … .. .・H ・.59

東洋 Pノリューム k k ・H ・H ・.... . 1，5  

ナニワ瓦 k k ・H ・H ・H ・H ・..… .. .・H ・..71

内外工業 k k .…- 一・・… ・・… … … ・・・70

内外土木建材社・ ・- … …. . …… 74

日新工業 k k ・H ・H ・H ・H ・.... .・ H ・-…・62

藤本タイノレ k k …. . . ・H ・. . …. . .・ H ・.. 6  

二楽屋装備工業・・. . .... .. ... .. .. .... .・・69

盤国 セメシ トk k … … .. .・ H ・H ・H ・.75

k k  満点商会 … .... ・H ・... .・H ・- … … 75

k k 三高製作所 ・... ・H ・....・ H ・.... .… 78

k k 三谷製作所. . . . ・ H ・....... .・H ・-… 1

k k 三好板硝子庖 … - … .. .・ H ・.. .. . 5  

三舟窯業大阪営業所・・ ・・・ ・1…・・・・・ ・・ ・73

三菱セ メシ トk k ……・・ γ ・H ・H ・. . . .76

k k  水島商盾. ...・H ・-…. . .・ H ・.. .・H ・.77

k k 室谷商庖 ・・ H ・H ・-…...・ H ・.. .・H ・.71

明正社・……. .....・ H ・- …. .......・ H ・.. . 76

k k 矢橋大理石商庖 .. .・H ・. .....・ H ・. 70

山田工業 k k … ・.. .・ H ・ ・ H ・.. .. 7  

油脂化工社… ・・…・… … ..... .... ... 表 3

k k 吉田芳雄商庖. . .. ・H ・…… H ・H ・.71

k k 淀川製鋼所・・ H ・H ・- …. ....・H ・.. 2  

k k ライ ト製作所…. . . . ・ H ・... ぃ… 67
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進

，- 武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工一一一一一一一l

特 許 | 自信三角型鉄筋混凝土杭基礎工 |  

lー コンポジ ? ト 、ノミイノレ( 長尺継抗) 基礎工 l  

測量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 エ 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長郷北通四丁目ーO 細野ピノレ三六方

';' { ; ( 話新町@九九五~九九八
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本社工地大阪市9 i l J l i区野l L l l l 之町三ノ七λ T E L ( 3 3 ) 3 6 3 8・1183・8592

東 京 営 業 所 東 京 扇 子 代 図 底西神間て三八 T EL( 29) 8777 ・8487

梅 悶 営 業 所 大 阪 巴市 北 区 曾 根 舗 中 一 三L 目 T EL( 35) 鎚 01

広 島 出 強 所 広 家 市 稲 ( ，ij 犬 桶 戒 髄 T E L ( 4) 1回 6

-・・・.

"・・・・

. .  聞圃・

-・・・ ・・・・・・・・h

-
--

通風日除. 窓、飾. 暗幕と

三ッ ω 目的ｾｾ属却した七ッｏｬ ｐａｔｅｎｔ 査措フ

ライトの素蹟らしいベヰシャンユラインド' ぞ- g

ス内 ff ヲ11¥
ス チ ー J レサ ッ シ ;1.' ← ー

田 中 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都沼田区吾品目|町東 4 ノ 122 電話城東⑬0870，0970

錦 糸 工 場 ll;()i 哨 11: 盛田区錦糸 111]" 1 ノ25 電話本所⑬0790

小 倉 工 場 小B 市鍛治 IIIJ 1 ノ 1 電話小倉653 【山強所】 川崎 ・名官 展 ・11、

大 阪 出張所 尼崎 市南竹谷町 2 / 89 電話大阪命545 ｾ ・ 広ぬ ・ 札 幌

d

F

 

a

F

 

a

F

 

，

 

S

F

 
F

 

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地

電話大阪 (34) 207"- 8・4836 "- 7  
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給付ド水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包括践的ぬ7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・氾話砥園⑥4945- 8

神戸市生田区下山手通六ノー ・包括元町0 5892

水道 ・衛生 ・緩冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特 許 ル ー フド レ イ ノ 販 売

( 旧策藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区! 碩陵町 iiTi - l 目四四番地

沼言吉本町局⑧代表4496- 8  ｾ普
本 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ8 仲 12号館 5 号

包 括 28 局 6505- 8 審

金 沢 営 業 所 金沢市高|剛 IJ 三五電話金沢本局②2074

福井出張所福労市城之僑下町 一o m話 福 井2436

高級出強所 高松市中新町一O 六 ノ三 電話高位5195

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・沼気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 閲 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱審地 ・筒話代表26局 2951

3076 

本社 東京都千代悶区有楽町壱丁目十蕃地

支后・出強所 名古屋 ・福岡・ 札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・街宣設備 ・暖房設備

汚水浄化装筒 ・都市燐物処珂装置

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中滞南通二丁目五一義地

電話福島⑧ ＳＴＱＶＭＳＴＱＷ ｾ 書
東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 回 ⑮ 9 3  7  1 番

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

株式会社 栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

必』

::EIt 

68 

本 社 大阪市福助区上福島北二丁目一審地

電 話 福 I;b '4!}! 3  3  9  1  - 4 審

支 広 東 京 都 新 宿 区 荒 木 11汀 一 九 務 地

包 括 四 谷 1 3  2  4  'lK= 

出彊所 神戸市生田区下山手通八丁目 三 三

電 話 元 III f q)  5  3  7  $  

H': 気 ・峻冷 l)j ・Jド泊 ・衛生

。 没 日 | 胞 工

株式 大 阪 電 気 陸j 会

会壮 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 庖 大阪市凶区訂戸諏I f 有通- T 目三七孫地

'iUff百 土 佐 姻 ⑩ 5231- 6 :需

東 京 支 広 東京都中央区銀肢西 二 丁 同 一 審 地

H_L J青 京 橋⑧ 6291 - 4 審

名古屋支広 名古屋市中区南武平町二T 自 一 審 地

m訴 中 4 4 9 1 - 5 番

出 張 所 京都 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・熊本

仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井 ・北海道

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和 ・

・ 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

にせ三三主主I
留圏 震 藤 司

-・圃・園田.

一
・ =

東 京 広

大 阪 広

幸L 幌 庖

東 京 駅 前 丸ピ J レ6 階 6

電 話 和 田 倉 ⑧ 3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐堀通 大 同 ピ ル 714 号

m話 土 佐 姻 ⑩ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

低言吉本L 似 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③必61

媛 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生工 業 設 備

段 計 ・ 施 工

須 賀 工 業 ・株 式 会 社

( 旧 構 須 : 賀 商 会 〉

東京支広

名 古 屋

支 応

京都支広

神戸支; ; 5

福岡支 Jお

大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 凶 丁 目

電 話 代 表 福 島 @ 1171

東京都港区芝田村町六丁目 沼代表芝⑬7151

名古屋市中区材木町一丁目 宿本@ 2780

京都市下京区烏丸通松原下ル 沼下⑤1989

神戸市生田区北長狭通 二丁 目 rs 三宮③5101

福岡市千代栄町 電東③1279

空気温湿度調整 ・給出 ・製氷 ・冷蔵

暖房 ・除E量・換気諸装 i在 ・設計施工

25 建 キオ 社

大 阪 支 庖

大阪市北区中 ノ尚三丁目( 朝日ヒソレ九階)

沼 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 8

本社及東京支広 東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目ー

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市北区笠島北町一四

出 張 所 東 京 都 港 区 芝 琴 平町四O

名古屋市中区新栄町二丁目 ー

福井市宝永上町一O五

広島市石昆屋町五五

福岡市楽院大通一丁自一七

⑧ 代表7031

@ 8478 ・1470

①1820 - 2  

②1596 

②1773 

④1158 



温湿度調整装置、媛房、冷房、水道、搬送機設備 設計並ニ施工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 富 田 町 三 O 番 地 む 話 大 阪 @ H代表) 0977

l 0978- 9・0970

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ内ニ ノー0 沼

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 六 o m 

名古屋出張所 名古屋市東区東門前 l町三ノ 六 低

話 ⑧ 2. 6 3 1 - 4

話 7 3 3 2

話 ③ 2 8 9 3  

暖 ・冷 房 ・空気 温湿 度 調 整 装置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中 ノ島 3 丁目 3 番地 ( 朝日ヒツレ7 階)

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5  9  

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目2 蕃地

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 濯 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 係 2 8 9 1 - 5 番

工 場 大 阪 市 西淀川区御幣島東一丁 目ニO

包 話 淀 川1 @，3 4 7 7 ・3 4  7  8  

営業所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

各 種 電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 一

本 社 大阪帝北区中之島三丁目 三 朝日ピ J レ6 階

電 話 大 阪 局 @8851番 ⑧ 9531・1334・2351

工 事 部 大 阪 市 西 区 土 佐 掲 通 二 丁 目 八 番 地

電 話 大 阪 局 @ 4  5  9  5 ・7 5 6 3  

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒューズ分電盤 N F ノーヒューズ配電盤

告をうそ灯 ・モ ー ター ・変 更 器 ・冷 暖 房 ・エ レベ ー タ一

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四 三務地

包 括 本 町 雇通 0 3 2 3 ・1 5 7 5 - 9

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

低 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市北区曾綬崎上一丁目四 一

電話 大阪 @ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目四七 冠話北浜⑧ 7TJ - 3  

支 后 福 岡 市 上 東 町 十 五 m話 東 ③ 5 0  1  0  

支 庖 怯 阪 市 本 町 電 話 東 1 3  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸 ・直方 ・田川 ・大分

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

家 具 造 作
型Z512

寄 木 床 強 設 計 施 工 zt522 
室 内 装 飾

ス承 ν 挺 ニ

( 創業 ・大正 7 年) 御 マ 社 依

ニ葉屋装備工業株式会社

(元 K K 二 楽 屋)

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町二丁 目六務地

( ヨミ六m停西北三丁) 電話 笠崎 ③ 3321- 3 ・3630
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工業用及鐙築用各極石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 后

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

矢 橋 大 理 石 扇 庄
式

社

株

会

大阪市北区曾桜崎新地 三丁目五十三 ノー

( 市む桜橋停留所前) 包括大阪@ 1274- 6

支 后 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村 ピル五階

m: 話 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 111=

強出阪大

鈴木式防火シヤタアPAI NTI NG 

CONT RACT OR 

HAYASHI  

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株式会社鈴木シヤタア商会

負

; . !E 

.I -J  司王工装塗

庖装塗林

株式

会社

大阪市北区茶屋町三十三番地

電話豊 崎 @ 98 ・5837 ・8729

大阪 ・船場@175E- 7 東京 ・神田@1435
T E L  

陶管- ベンチレーター

株主 =  幸

包 括 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

ド 床 ・ 床 材 料

リゲノイ

. o.  

ｾ＠商
製 造 ・ 販 売 ・施 工

福屋工業株式会社

管-ユヒ
大阪市西区雨期江上通一丁目升十一

電 話 新 町 @ 3 4 2 6 - 7

広本

風雨に強い

実用新案

庖

忠

商

即
5

』

ド

京

吋

訓

川

区

⑧

村

間
話

佐

犬
氾

所

資

社

業

合

会

営
各額瓦主主工事3背負業

標 準 セ メ ン ト 防 水 材 ・特 許 ニ ッ ポ ン

特許ニ アポン防水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポン

施 工 指導 並 ニ 責 任 模 範 施 工

黒 川 化 学 工 業 所
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米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

セ メ ン 卜 防 水 工 事
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スチールシャッター

高 製 所作
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独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚の四面が摺り合され自然I C . 気密度が高いc

神高型竪形と出し窓

両側 きや片開きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓
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合資会社汎建製作所

鉄材が少くてすみ施工簡易な格納庫 ・エ111 ・体育館の建築には
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